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平成２９年第７回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 
１．招集年月日   平成２９年８月２９日（平成２９年８月２５日告示） 

２．招集の場所    邑南町役場  議場 
３．開   会     平成２９年９月４日（月） 午前 ９時３０分 
                     散会  午後 ２時３０分 
４．応招議員 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ４番 和田 文雄 
  ５番 宮田 博  ６番 漆谷 光夫  ７番 大屋 光宏  ８番 中村 昌史 

９番 日野原 利郎 １０番 清水 優文 １１番 辰田 直久 １２番 亀山 和巳 
１３番  石橋 純二 １４番 三上 徹 １５番 山中 康樹   
５．不応招議員  なし 
６．出席議員  １５名 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ４番 和田 文雄 
  ５番 宮田 博  ６番 漆谷 光夫  ７番 大屋 光宏  ８番 中村 昌史 

９番 日野原 利郎 １０番 清水 優文 １１番 辰田 直久 １２番 亀山 和巳 

１３番 石橋 純二 １４番 三上 徹 １５番 山中 康樹   

７．欠席議員   ０名 
 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

職 名 氏  名 職 名 氏  名 職 名 氏  名 
町  長 石橋 良治 副 町 長 日高 輝和 総務課長 服部  導士 
管財課長 朝田 誠司 定住促進課長 三上 直樹 企画財政課長 柳川 修司 
町民課長 種 由美 税務課長 上田 洋文 福祉課長 沖 幹雄 

農林振興課長 植田 弘和 商工観光課長 種 文昭 建設課長 土﨑 由文 
水道課長 川中 栄二 保健課長 洲濵 浩敏 会計課長 渡邊 庸子 

羽須美支所長 服部 勲 瑞穂支所長 川信 学   
教 育 長 土居 達也 学校教育課長 日高 始 生涯学習課長 大橋 覚 

監査委員 森脇 義博 農業委員会長 田中 正規   

９．本会議に職務のため出席した者の氏名 
    議会事務局長 大賀 定  事務局管理監 日高 泉 
１０．町長提出議案の題目  別紙のとおり 
１１．会議録署名議員の氏名 
  議席 氏 名 議席 氏 名  議席 氏 名 

５番 宮田 博 ６番 漆谷 光夫 ７番 大屋 光宏 
１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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平成２９年第７回邑南町議会定例会議事日程（第１号） 
 
 

平成２９年９月４日（月）午前９時３０分開議  
 
 
 開会、開議宣告 
 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 会期の決定 
 
日程第３ 中間行政報告 
 
日程第４ 報告事項 
 

報告第 ５ 号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 車輌の損害） 
 
報告第 ６ 号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 車輌の損害） 
 
報告第 ７ 号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 車輌の損害） 
 
報告第 ８ 号 邑南町開発公社の経営状況の報告について  
 
報告第 ９ 号 平成２８年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告に 

ついて 
 
報告第１０号 平成２８年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価報告 

について 
 
報告第１１号例月現金出納検査結果報告について 
 
報告第１２号平成２９年度定期監査報告について 

 
日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 
   

議案第９１号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 
議案第９２号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 
議案第９３号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 
議案第９４号 人権擁護委員候補者の推薦について 
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日程第６ 議案の上程、説明 
   

議案第９５号 平成２８年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について 
 
議案第９６号 平成２８年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
 
議案第９７号 平成２８年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について 
 

議案第９８号 平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 
について 

 
議案第９９号 平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
議案第１００号 平成２８年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
 
議案第１０１号 平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

いて 
 
議案第１０２号 邑南町町営バス条例の一部改正について 
 
議案第１０３号 指定管理期間の変更について 
 
議案第１０４号 邑南町立障害者支援施設及び障害児入所施設条例の廃止について 
 
議案第１０５号 財産の無償譲渡について 
 
議案第１０６号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画 

の策定について 
 
議案第１０７号 平成２９年度邑南町一般会計補正予算第４号について 
 
議案第１０８号 平成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号につ 

いて 
 
議案第１０９号 平成２９年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算 

第２号について 
 
議案第１１０号 平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号に 

ついて 
 
議案第１１１号 平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について 
 
議案第１１２号 平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号について 
 

日程第７ 請願文書表 
 
  請願第２号 「フィンランドの日」を邑南町条例で制定する請願 
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平成２９年第７回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 

                                     平成２９年９月４日（月）  

―― 午前９時３０分 開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開会宣告 

●議長（山中康樹） おはようございます、定足数に達しておりますので、ただいまから平成

２９年第７回邑南町議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、お

手元に配付をしたとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。これより、本

日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりです。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。５番、宮田議員、６

番、漆谷議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

●議長（山中康樹）  日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたします。本

定例会の会期は、本日９月４日から、９月１５日までの１２日間としたいと思います。

これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日９月４日から、９月

１５日までの１２日間とすることに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第３ 行政報告 

●議長（山中康樹） 日程第３、中間行政報告。これより町長に中間行政報告及び諸般の報告 

を行っていただきます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 平成２９年第７回邑南町議会定例会の開会にあたり、決算認定 

案、条例案、予算案の説明に先立ちまして、決算状況、財政状況及び現在進めてお 

ります諸施策等についてご報告申し上げ、町議会並びに町民の皆様へのご理解とご 

協力を賜りたいと存じます。 

平成２８年度における各会計の決算につきましては、本定例会にご承認をお願いす 

るよう提案をしていますが、その概要につきましてご説明いたします。まず、一般 
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会計につきましては、歳入総額１１８億５千９０万１千５１２円に対しまして、歳 

出総額１１５億１千３４２万８千７６円で、差し引き３億３千７４７万３千４３６ 

円の黒字でございましたが、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき財源の７６５万 

２千円を差し引きますと、実質収支額は３億２千９８２万１千４３６円の黒字でご 

ざいます。次に、特別会計でございますが、国民健康保険事業特別会計は、歳入総 

額１６億８千２６２万２千６８９円に対しまして、歳出総額１６億１千２７９万２ 

千５９６円で、差し引き６千９８３万９３円の黒字。国民健康保険直営診療所事業 

特別会計は、歳入総額５千３４２万９千８０７円に対しまして、歳出総額５千１３ 

６万３千７６３円で、差し引き２０６万６千４４円の黒字。後期高齢者医療事業特 

別会計は、歳入総額３億６千４２７万２千５００円に対しまして、歳出総額３億６ 

千２３７万１千４５１円で、差し引き１９０万１千４９円の黒字。簡易水道事業特 

別会計は、歳入総額６億４千５７２万９千６７７円に対しまして、歳出総額６億６ 

６５万２千５０９円で、差し引き３千９０７万７千１６８円の黒字。下水道事業特 

別会計は、歳入総額８億５千４７１万２千７４９円に対しまして、歳出総額８億３ 

千８２７万９千８１６円で、差し引き１千６４３万２千９３３円の黒字。電気通信 

事業特別会計は、歳入総額４億７千５６２万５千５６７円に対しまして、歳出総額 

４億６千５５１万８千５９０円で、差し引き１千１０万６千９７７円の黒字でござ 

います。 

決算に基づく普通会計の財政指数につきましては、経常収支比率は９４.６％で、前 

年度対比で０.２ポイント上昇しております。また、いわゆる財政健全化法に係る判 

断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率については赤字額が無いため早期 

健全化基準に該当する数値はございません。実質公債費比率は、単年度数値では０. 

３ポイント悪化の１４.３％でございましたが、比率として使用される３年平均の数 

値としましては１４.７％で０.８ポイントの改善となっております。また、将来負 

担比率は１２２.５％と５.０ポイントの改善なっております。実質公債費比率及び 

将来負担比率のいずれも早期健全化基準となる数値は下回っています。簡易水道事 

業特別会計、下水道事業特別会計に係る資金不足比率については、資金不足が無い 

ため経営健全化基準に該当する数値はございません。 

次に、本年度の財政運営について申し上げます。本年度の普通交付税の配分が７月 

２５日に決定されました。概要としましては、普通交付税が５６億４３０万円、臨 

時財政対策債発行可能額が２億７千５６３万１千円で、合わせて５８億７千９９３ 

万１千円でございます。平成２８年度と比較しますと３.０％の減少、額にして１億 

７千９８１万円の減額となっております。普通交付税につきましては、平成２７年 

度から合併後１０年を経過したことによる合併特例措置の段階的縮減が始まってい 

ること、高齢者福祉費の測定単位である高齢者人口の減少及び単位費用が減額とな 
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ったこと、保健衛生費において簡易水道事業の公営企業法適用化に伴い密度補正が 

減少したこと、地方債の償還に対する普通交付税措置額が償還額の漸減に合わせて 

減額となっていることなどから、全体として交付額も減額となっております。なお、 

当初予算におきましては、いずれも決定額を上回る金額を計上しておりますので、 

この配分結果に基づき、今回の一般会計補正予算におきまして、普通交付税を２千 

５０９万４千円減額、臨時財政対策債を２千５４９万３千円減額することとしてお 

ります。また、平成２８年度決算に基づき、繰越金を３億１千９８２万１千円増額 

し、当初予算措置額と合わせ３億２千９８２万１千円とすることにしておりますの 

でよろしくお願いをいたします。 

次に、北朝鮮のミサイル発射問題について申し上げます。北朝鮮のミサイル発射問 

題については、これまで度重なるミサイル発射が行われ緊張状態にありましたが、 

８月１０日に北朝鮮が中距離弾道ミサイル火星１２でグアム包囲射撃を計画してい 

るとの発表をしたことから、その緊張状態が高まっていた中、８月２９日午前５時 

５８分頃、北朝鮮西岸のスナンから弾道ミサイル１発が発射され、６時５分頃から 

７分頃にかけて北海道渡島半島及び襟裳岬の上空を通過し、襟裳岬の東約１千１８ 

０㎞の太平洋に落下しました。この発射を受け、６時２分Ｊアラートが作動し、対 

象となる北海道、東北地方など１２道県に警報周知がなされました。この発射につ 

いては特に被害や落下物などの報告はなかったということで安心しておりますが、 

北朝鮮が計画しているグアム包囲射撃では島根県上空を通過する可能性が高く、ま 

た、北朝鮮と米国との緊張状態が更に高まることも考えられ、非常に心配をしてい 

るところでございます。町としましても、情報収集に努め、少なくとも住民の皆さ 

んへの被害が少しでも軽減されるよう対応してまいりたいと考えております。 

次に、邑南町版まち・ひと・しごと創生総合戦略における地区別戦略実現事業つい 

て申し上げます。昨年度の反省も踏まえ本年度は、事業実施団体の事務局と定住促 

進課を含む支援組織が一堂に会し情報交換する事務局会議を開き事業推進しており 

ます。第１回目は７月１２日に開催し情報共有を行ったところです。また、昨年に 

引き続き実施している平成２９年度都市交流推進拠点整備事業には、日貫及び布施 

の２地区がコンペに応募されました。銭宝地区別戦略実行委員会の高齢化を逆手に 

取った定住対策と昨年に引き続き挑戦された日貫地区活性化協議会のCOME TO 邑南 

プロジェクト事業です。 

１次審査では、審査員から多くの指摘事項がありましたが、精度を高められた２次 

審査では、課題を見事に克服され高評価を得たところです。９月１日に採択を決定 

し、同日各地区に決定通知を送付しました。事業実施に向け弾みがつくものと期待 

をしております。 

次に、三江線代替交通確保等の取り組みについて申し上げます。第３回三江線代替 
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交通確保調整協議会が９月１日に開催され、中国運輸局長、両県知事、沿線６市町 

の首長、ＪＲ西日本米子支社長、代替交通運行予定事業者出席のもと、代替交通の 

運行計画が決定されました。邑南町に乗り入れる美郷から三次間のルートについて 

は、羽須美支所を乗り継ぎ拠点として、国道３７５号、広島県道６２号、国道５４ 

号を経由する現在の備北交通のルートが１日５往復運行されます。ただ、土日・祝 

日については邑南町までは３往復、美郷方面には運行されない計画でありましたが、 

この度運行事業者のご理解を得て、美郷町まで２往復運行される事となりました。 

また作木町の川の駅常清から国道３７５号をとおり三次市を結ぶ君田交通のルート 

も１日５往復運行される事になりました。また、この幹線ルートへの接続便として、 

宇都井地区から羽須美支所までの定時定路線運行、並びに口羽地区内の、引城、坂 

谷、下瀬、江平、上ヶ畑エリア対象のデマンド運行をそれぞれ町営バスで行う事に 

ついても確認されました。運行開始に向け関係者がそれぞれの立場で計画された車 

両や運転手の確保等に努めより良い地域交通の運行に努める決意を固めたところで 

あります。 

次に、三江線沿線地域の、持続可能でより利便性の高い公共交通体系の構築を目指 

す、三江線沿線地域公共交通活性化協議会では、８月８日から２８日の間で実施し 

た、計画に対するパブリックコメントの意見を参考に、１０月１日からの三江線沿 

線地域公共交通網形成計画の実施にむけた最終調整を行っています。また、９月１ 

日、江の川鉄道応援団、並びに三江線地域フォーラムから邑南町における三江線鉄 

道資産を生かした観光振興策の提言として鉄道公園化構想の提言書が、町内外３, 

２７７人の署名を添えて提出されました。邑南町のみならず、沿線地域の県・市町 

・経済団体や民間団体が連携して、三江線の鉄道資産を活用した振興策に取り組む 

というもので。民間主導の振興計画が初めて形となって示されたということですの 

で、時間が限られる事項もありますので、その内容について検討を急いでおります。 

以上のとおり代替交通確保を最優先の課題として取り組んでまいりましたが、今回 

運行計画が確認されたことで、これまでの協議で残された課題について議論が本格 

化すると考えます。引き続き両県・ＪＲ等の関係者と共に、持続可能でより利便性 

の高い公共交通の確保と沿線地域振興に向けた取組みの具体化について協議を進め 

てまいります。 

次に、矢上高校教育振興の取組について申し上げます。 

本町職員の山本翔君が矢上高校からの要請により7月２２日に矢上高校野球部の監 

督に就任いたしました。山本君は、今回の夏の甲子園に福岡県代表で出場した福岡 

県立東筑高等学校出身です。東筑高校は進学校でもあり文武両道を旨とする指導で 

も有名です。プロ野球広島東洋カープの選手や広島経済大学野球部の監督を経て本 

年４月に本町のスポーツ振興を目的として職員に採用されました。６月に矢上高校 
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の方から野球部外部コーチへの就任を依頼され、週２回程度指導をしておりました 

が夏の大会が終了し、野球部としても新チームになる段階で部内の体制も変わり、 

正式に監督就任となったものです。山本君のこれまでの経験を高校生に伝えること 

により高校生の技術の向上はもちろん、人間的な成長をさせることも期待できます。 

矢上高校は魅力化事業に取り組むなか、多くの中学生に志願していただく高校にな 

っております。矢上高校は県立高校ではありますが、邑南町の高等教育機関として 

の存在感はとても大きなものであり、野球部の魅力を高めることにより更なる魅力 

化が図れるものと考えております。なお、引き続き小学校、中学校へのスポーツ指 

導に出向いてまいります。 

次に、福祉施設の譲渡について申し上げます。まず、町立くるみ邑美園についてでご 

ざいますが、昨年４月から、譲渡に関し邑智福祉振興会と継続して協議を続けてまいりま 

したが、最終的に本年７月２４日に双方で合意いたしました。内容につきましては、指 

定管理期間を今年度末までに変更し、平成３０年４月１日付けで建物および備品一 

式を無償譲渡とすること、そして、土地については無償貸し付けとするものでござ 

います。本定例会に関連議案を提案しておりますのでよろしくお願いいたします。 

次に、町立保育所の関係でございますが、石見地域にあります町立保育所、具体的 

には、いわみ西保育所、東保育所、日貫保育所でございますが、この３つの保育所 

につきまして、昨年４月から、譲渡に関し石見さくら会と継続して協議を続けてお 

ります。現在、詰めの協議を行っておりますが、譲渡の時期は平成３０年４月１日、 

建物および備品一式を無償譲渡とすること、そして、土地については無償貸し付け 

にしたいと考えております。 

次に、認知症初期集中支援チームの設置について申し上げます。認知症初期集中支 

援チームは、認知症に係る専門的な知識、技能を有する医師の指導のもと、複数の 

専門職が家族の訴え等により、認知症が疑われる人の状態の把握や家族支援等を包 

括的集中的に行うものです。本町では、昨年度はチーム員養成のための研修を受講 

し、今年度、福祉課内の保健師、看護師、社会福祉士により支援チームを立ち上げ 

ました。専門医については、北広島町の千代田病院に委託しております。具体的に 

は、支援チームは自宅を訪問して、医療機関の受診が必要な場合は受診のための動 

機づけや、介護サービスの利用等の勧奨、認知症の重症度に応じた助言等を行いま 

す。支援期間は、対象者が医療サービスや介護サービスによる安定的な支援に移行 

するまでの間、最長で概ね６か月でございます。 

次に、平成３０年度からの国保制度改革の概要について申し上げます。この国保制 

度改革の一つに運営のあり方の見直しがございます。これは、平成３０年度から都 

道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等の 

国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化を図るものでございます。そして、 
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市町村は地域住民と身近な関係の中、引き続き資格管理、保険給付、保険料率・保 

険税率の決定、賦課・徴収、保険事業等、地域におけるきめ細かい事業を担うこと 

となります。これに伴い、保険料率・保険税率の決定について、市町村は、都道府 

県の示す標準保険料率などを参考に定め、賦課・徴収し、都道府県が市町村ごとに 

決定した納付金を納めることになります。保険給付に必要な費用は、全額都道府県 

から市町村に交付されます。島根県においては、国保運営に関する基本的な考え方 

として、保険料率の設定については、当面、各市町村の医療費水準を反映した保険 

料率とし、将来的には県内において一本化した保険料率を目指すことを基本とする 

よう検討されています。また、事務処理の統一に関する基本的な考え方は、統一で 

きる事務や基準は可能な限り統一すること、医療費適正化に関する基本的な考え方 

は、県内の取組状況を整理し、全体の底上げを図るとともに優良事例については積 

極的に参考とし、横展開を図ることなどが検討されています。今後のスケジュール 

でございますが、島根県の国保運営方針案のパブリックコメントが本年１０月頃、 

納付金及び標準保険料率が平成３０年１月頃提示される予定でございます。町とし 

ましては、県が示す標準保険料率を基に今後の保険税率等の検討を行いたいと考え 

ております。 

次に、しごとづくりセンターについて申し上げます。しごとづくりセンター長の選 

考につきましては、全国から８７名の応募があった中、６月２３日に富士市産業支 

援センターに於いて、ｆ－Bizの小出センター長と共に一次書類審査を行い、５名の 

候補者に絞り込みました。そして、７月１５日には邑南町役場に於いて、小出氏や 

町内の会社経営者など審査員６名で二次面接審査を行い、厳正な審査の結果、満場 

一致でセンター長１名を内定いたしました。お名前は、三浦 伸太郎さん、年齢は３ 

８歳で、現住所は愛知県豊橋市でございます。１０月２日に辞令交付を行い、正式に非 

常勤特別職として採用する予定でございます。現在、着任に向けて準備を進めていた 

だいております。これまでの経験を生かされ、活躍していただけることを期待して 

おります。また、田所公民館に開設することとしていますしごとづくりセンターの 

開設工事につきましては、発注を終え９月中旬の完成を目指して工事を進めており 

ます。 

次に、邑南町進出企業人材確保対策会議について申し上げます。この対策会議は、 

町内進出企業の深刻化する人手不足に、町、企業、関係機関が連携して取り組むた 

め、昨年１１月に発足いたしました。対策会議では問題や課題を整理して、重点目 

標を定住対策の強化、企業と学校などのとの連携、魅力ある会社づくり、企業支援 

体制の強化の４項目とし、それぞれの目標に対する取り組みを示した人材確保実施 

計画を策定いたしました。この計画を実践することによって、定住を促進し、進出 

企業の人材確保を図りたいと考えております。 
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次に、相互併任制度の活用について申し上げます。平成２８年度に引き続きまして 

島根県と邑南町は、税務職員相互併任制度を活用して、平成３０年３月末までの間、 

税務職員の共同徴収、徴収実務検討会の開催を実施し徴収技術を向上して参ります。 

徴収担当職員の奮闘努力により町税は島根県内屈指の徴収率を堅持しております。 

滞納繰越額も大幅に減少しておりますが、なお一層の滞納額の縮減を目指し精励し 

て参ります。 

次に、農林業の振興について申し上げます。 

まず、今年産米の生育状況でございますが、田植え期以降の５月、幼穂形成期の７ 

月の高温と日照により今年の作柄は島根県西部、東部ともにやや良と見込まれてい 

ます。全国的にも平年並みからやや良となった地域が多く，豊作基調となっていま 

すが、水稲生産農家に飼料用稲や飼料用米への転換を全国規模で推進したことによ 

り、一昨年、昨年に引き続き今年も主食用水稲の生産数量目標が達成できそうだと 

見込まれていますので、今年が豊作になったとしても、大幅な需給緩和は想定しに 

くいとの見方が強いようです。次に、７月末に町内一斉に行った転作確認の集計が 

まとまりましたので報告いたします。今年の水稲の需給調整につきましては、主食用 

水稲配分面積１,０４３ｈａに対して、１,０３５ｈａの作付となっており、作付率は９９. 

２％となっています。また、転作作物としては、飼料用稲が５８.３ｈａ、飼料用米が１ 

５.７ｈａ、大豆が１２ｈａ、そばが６.１ｈａなどとなっており、土地利用型作物への転 

換がすすんでおります。 

次に、米の買取価格についてですが、ＪＡ島根から発表された今年産米の買取価格 

は３０ｋｇ当たり、主食用米では１００円から３００円、昨年の買取価格を上回る 

価格が示されており、邑智地区本部では主力のコシヒカリ１等米で３０ｋｇ当たり 

昨年より１５０円高い６,５００円、ハーブ米コシヒカリは昨年より１００円高い 

７,１００円が示されました。このことによって，収穫量と買い入れ単価は例年以上 

のものになりましたので、今後は台風などの気象状況と、等級検査の状況を見守り 

たいと思います。 

次に、建設関係の事業について申し上げます。まず、県道改良事業でございますが、 

浜田作木線高見工区、吉時地内の道路改良工事につきましては、新たに落石対策が 

必要となり調査設計を行うため現在工事を中断しておりますが、今月中旬には工事 

を再開し、来年２月には完成予定と伺っております。また、日貫吉原工区は矢上側 

約３００ｍにつきましては本年度供用開始を目標に工事が進められています。仁摩 

邑南線荻原工区は、今年度秋に工事発注の予定です。国道２６１号鱒渕工区につき 

ましては、現在用地補償を進めており、秋以降、工事発注の予定となっています。 

甲田作木線、田所国府線は昨年度に引き続き改良工事を行って頂きます。続きまし 

て、町道改良事業でございますが、１２路線の改良・舗装工事を順次発注しており 
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ます。落石対策については、伏谷線、坪木西之原線は本年度完成予定です。事業中 

の西之原山根線、青笹線につきましても早期完成を目指します。落石等危険箇所の 

点検業務についてでございますが、防災カルテ作成予定箇所約３０箇所のうち１９ 

箇所は今年度発注を終えています。今後点検結果による優先順位により事業化を検 

討していきます。また、町道パトロール及び利用者からの情報提供により危険箇所 

の把握に努め、防災点検や対策工事を進めていくこととしています。公営住宅の整 

備でございますが、住環境の改善を目的としたストック改善事業につきましては、 

坂谷団地２棟８戸の工事発注、及び公営住宅建設事業の中組団地の建築工事の発注 

を終えております。災害復旧事業でございますが、６月豪雨及び７月梅雨前線豪雨 

の影響による災害が発生し、被災箇所の現地精査を行ないました。その結果、国庫 

補助事業の対象箇所は農地２８箇所、農業用施設６か所、林道1箇所、町道３箇所で 

す。小災害の対象箇所は農地１８箇所、農業用施設５箇所、林道４箇所です。また、 

公共土木災害復旧事業の単独災害につきましては河川７箇所、道路３箇所でござい 

ます。国庫補助事業につきましては、９月初旬から１０月上旬に災害査定を受け１ 

０月上旬からそれぞれ工事発注を行い早期の復旧を目指します。また、小災害、単 

独災害につきましても順次測量設計業務を委託し工事発注を行い早期の復旧を目指 

します。 

次に、教育委員会関係ですが、まず学校教育課の関係について申し上げます。平成 

２８年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価報告書についてですが、 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づきまして、報告書を議会 

に提出し、公表しなければならない。と規定されていることから、今定例議会にお

いて教育委員会から提出されます。これは、教育委員会の権限に属する事務につい

て、自らが自己点検評価され、学識経験を有する者で構成された第３者評価機関の

委員による意見を付して、報告書としてまとめられたものです。なお、評価結果に

つきましては、今後の教育行政推進の一助とされます。 

次に、邑南町内の中学３年生と高校１年生とが一緒に将来を考える、初めての中高合同学 

習会を８月２日に元気館で開催いたしました。この学習会には、町内３つの中学校の 

３年生と矢上高校の１年生の生徒約１３０人が参加しました。法政大学キャリアデ 

ザイン学部の児美川教授が、夢とのつきあい方と題してグループに分かれた中高生 

とやり取りしながら、夢によって将来の選択肢を限定してしまう可能性があること 

や努力や挑戦をすることで夢は見えてくる、夢は自分の中で育てていつか実現する 

ものと話し、広い視点で夢を考えていくことについて学習することができました。 

出席した中高生は将来の職業について考えたり、お互い同士の交流を深めることが 

できました。 

次に、国民体育大会への生徒の出場について申し上げます。９月９日から１７日ま 
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で愛媛県で開催される第７２回国民体育大会の水泳競技、少年男子、４００メート 

ルメドレーリレーに、羽須美中学校３年生の種天斗さんが出場されます。頑張っ 

てきてほしいと期待しているところです。 

次に、生涯学習課関係について申し上げます。７月１５日から１７日までの３日間、 

元気館において、ゴールボール女子日本代表強化指定選手による合宿を開催いたし 

ました。ゴールボールの素晴らしさを含め、その魅力を直接体感していただいたこ 

とと思います。また、１７日には町民の皆様を対象といたしまして、日本代表強化 

指定選手として本町に来町いただきました、ロンドンパラリンピック金メダリスト、 

また、リオパラリンピック第５位の時のキャプテンを務められました浦田理恵選手 

による、夢への挑戦と題しての講演会及び女子日本代表強化指定選手による体験会 

を開催し１２０名の参加を頂きました。障がい・障がい者理解につきまして、今以 

上に認識を深めていただいたものと思います。 

また、同じ時期に毎年恒例となっております、ＮＥＣレッドロケッツの合宿を開催 

いたしました。ご存じのように、ＮＥＣレッドロケッツは、２０１６・１７シーズ 

ンＶ・プレミアリーグにて見事優勝され、日本一に輝かれました。このような日本 

のトップチームをお招きしての合宿は、バレーボールを含め、スポーツの素晴らし 

さを感じていただける絶好の機会となりました。特に、３会場に分かれてのバレー 

ボール教室には、併せて２００人の参加を頂き、その迫力等実感していただけたの 

ではないかと思います。また、７月１６日には練習の主会場と利用していただきま 

した羽須美地域が中心となり、邑南町との交流会を実施していただきました。その 

会には、選手の皆様方併せ９０名のご参加をいただき大いに盛り上がりました。最 

高のおもてなしの会となりました。 

また、７月３１日付で、フィンランド共和国から国際交流員、ハーヴィスト・アー 

ロ・アンテロさんが着任いたしました。このことにより、今後、２０２０東京パラ 

リンピックフィンランド共和国ゴールボールチームの事前合宿招致に向けての取り 

組み、邑南町フィンランド共和国交流派遣事業における交流プログラムの提案、町 

内の学校との交流、また、民間レベルでの交流等のさらなる充実を図り、フィンラ 

ンド共和国とのより強固な関係性を構築していきます。 

次に、邑南町発注の公共事業についてでございますが、これは別紙一覧表で発注状 

況をご報告させていただきますのでそちらをご覧ください。 

以上、９月議会定例会の開会にあたり、本年度の諸施策について、中間行政報告を 

させていただきました。 

なお、本定例会に提案いたします議案は、人事案４件、決算認定案７件、条例案１ 

件、補正予算案６件、その他案４件、合せて２２件としています。 

何卒、慎重にご審議の上、適切な議決を賜りますようお願い申し上げます。 
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続きまして、諸般の報告をさせていただきます。資料を添付しておりますのであわ 

せてご覧いただきたいと思います。平成２９年第２回邑智郡総合事務組合議会定例 

会が８月１８日に開催され、平成２８年度の事業報告並びに決算報告が承認されま 

したのでその概要についてご報告申しあげます。まず一般会計でございますが、２ 

ページをご覧ください。歳入総額は９億２千４９１万９千７１３円でございます。 

歳入の主なものは構成三町の負担金が７億８千８９９万３千１５６円。手数料は２ 

千８６３万６千２５円。基金繰入金が３千１９５万４千７８６円。前年度繰越金が 

３千１０６万１７３円。雑入が４千３８４万９千３９１円などでございます。次に 

３ページをご覧ください。歳出総額は８億９千２４０万３千６９７円となっていま 

す。歳出の主なもは総務管理費が２億６千８４６万４千８９９円。清掃費が５億６ 

千６４２万７千７６２円。公債費が５千６７９万８千１５６円などでございます。 

４ページをご覧ください。歳入歳出差引額及び実質収支額は３千２５１万６千１６ 

円でございます。また、清掃費に関します各処理量につきましては、し尿処理量が 

１万９１０キロリットルで前年度に対し７３キロリットル減少いたしました。ごみ 

処理量の実績はごみ搬入総量が５千２７２トンで前年度に比べ１６８トンの増加と 

なりました。次に介護保険特別会計について申しあげます。平成２８年度は第６期 

介護保険事業計画の２年目にあたります。６ページをご覧ください。歳入総額は３ 

７億４千８７８万６千６６８円でございます。７ページをご覧ください。歳出総額 

は３６億７千５３万３千８８１円になっており、最後のページをご覧いただきたい 

と思いますが、歳入歳出差引額及び実質収支額は７千８２５万２千７８７円でござ 

います。被保険者などの状況は平成２９年３月末で第１号被保険者は８千４２９人 

で、前年度月末に対し５８人の減、認定者数は１千８７７人で前年度月末に対し４ 

５人の減、認定率は２２．３％減、前年度月末に対し０．４％の減となっています。 

介護保険料の収納状況は、平成２８年度末の未納額が総額２７４万１千８２３円で 

未納者は６１人、未納率は９９．５７％でございます。未納者に対しては納付制限 

などの不利益処分が発生しないよう事務組合と三町が連絡を取り、早期完全納付に 

向け、納付相談活動を継続してまいります。以上、ご報告を申しあげます。 

●議長（山中康樹） 以上で町長の中間行政報告は終了いたしました。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第４ 報告事項 
●議長（山中康樹） 日程第４、報告事項。報告第５号、専決処分の報告について、報告第６
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号、専決処分の報告について、報告第７号、専決処分の報告について、報告第８号、邑南

町開発公社の経営状況の報告について、報告第９号、平成２８年度決算に基づく健全化判

断比率及び資金不足比率の報告について、報告第１０号、平成２８年度邑南町教育委員会

の権限に属する事務の点検評価報告について、報告第１１号例月現金出納検査結果報告、

報告第１２号、平成２９年度定期監査報告について、以上８件についてそれぞれの報告が

ありました。いずれもお手元にその写しを配布しております。これらの配布をもちまして

議会に対する報告といたします。ご了承ください。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 
●議長（山中康樹） 日程第５、議案の上程、説明、質疑、討論、採決。議案第９１号、人権

擁護委員候補者の推薦について、議案第９２号、人権擁護委員候補者の推薦について、議

案９３号、人権擁護委員候補者の推薦について、議案第９４号、人権擁護委員候補者の推

薦について、を議題とします。はじめに、提出者からの提案理由の説明を求めます。 

～～～○～～～ 
●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 
●議長（山中康樹） 石橋町長。 
●石橋町長（石橋良治） 議案第９１号から議案第９４号までの提案理由をご説明申し上げ 

ます。人権擁護委員の推薦につき、意見を求めることについてでございますが、最近の 

人権擁護行政を取り巻く情勢は幼児、児童に対する虐待やいじめ、体罰など子どもに関 

する問題。高齢者や障がい者に関する問題、あるいは夫婦間、親子間の問題など多岐に 

わたり、複雑化しております。こうした地域社会の中にあって、人権擁護委員はこれら 

の諸問題に理解をもって取り組み、気軽に相談に応じ、その解決に熱意を有する候補者 

を市町村長が議会の意見を聞いて法務大臣に対し推薦するものでございます。議案第９ 

１号において、推薦につき意見を求めようとする嶋渡昭壯氏につきましては、平成１８ 

年１月１日から人権擁護員としてご活躍いただいております。この度、平成２９年１２ 

月３１日に任期満了を迎えられるにあたり、引き続きその手腕を発揮していただきたい 

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。議案第９２号において、推薦につ 

き意見を求めようとする、光田雅巳氏につきましては、平成２４年１月１日から人権擁 

護委員としてご活躍いただいております。この度、平成２９年１２月３１日に任期満了 

を迎えられるにあたり、引き続きその手腕を発揮していただきたいと考えておりますの 

で、よろしくお願いします。議案第９３号において、推薦につき意見を求めようとする 
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三上俊二氏につきましては、平成２６年１０月１日から人権擁護委員としてご活躍いた 

だいております。この度、平成２９年９月３０日、任期満了を迎えられるにあたり引き 

続きその手腕を発揮していただきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

なお、三上氏の任期については法務局の委嘱発令の回数が集約されたことに伴い、１２ 

月末まで延長となります。議案第９４号において、推薦につき意見を求めようとする伊 

東ゆう子氏につきましては、平成２０年より邑南町福祉事務所において在留外国人の自 

立支援員として活動されており、また、地域の信頼も厚く、人格、見識ともに優れてお 

られることから、天川芳幸氏が任期満了を迎えられるにあたり、新たにお願いしたいと 

思っておりますので、よろしくお願いします。 

●議長（山中康樹） 以上で提出者からの提案理由の説明は終了しました。 

●議長（山中康樹） これより、質疑に入ります。はじめに、議案第９１号に対する質疑に入

ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） ないようですので、議案第９１号に対する質疑を終わります。続きまし

て、議案第９２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） ないようですので、議案第９２号に対する質疑を終わります。続きまし

て、議案第９３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） ないようですので、議案第９３号に対する質疑を終わります。続きまし

て、議案第９４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） ないようですので、議案第９４号に対する質疑を終わります。 

●議長（山中康樹） これより、議案の討論、採決に入ります。はじめに、議案第９１号に対 

する討論に入ります。討論は反対討論からはじめ、賛成討論、反対討論と交互に行います。

反対討論はありませんか。 

 （「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第９
１号の諮問に対し、意見なしとして答申することに賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（山中康樹） はい、全員賛成。したがって、議案第９１号、人権擁護委員候補者の推
薦につきましては、意見なしとして答申することに決定をいたしました。 
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●議長（山中康樹） 続きまして、議案第９２号に対する討論に入ります。反対討論はありま
せんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第９
２号の諮問に対し、意見なしとして答申することに賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（山中康樹） はい、全員賛成。したがって、議案第９２号、人権擁護委員候補者の推
薦につきましては、意見なしとして答申することに決定をいたしました。 

●議長（山中康樹） 続きまして、議案第９３号に対する討論に入ります。反対討論はありま
せんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第９
３号の諮問に対し、意見なしとして答申することに賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（山中康樹） はい、全員賛成。したがって、議案第９３号、人権擁護委員候補者の推
薦につきましては、意見なしとして答申することに決定をいたしました。 

●議長（山中康樹） 続きまして、議案第９４号に対する討論に入ります。反対討論はありま
せんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（山中康樹） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第９
４号の諮問に対し、意見なしとして答申することに賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（山中康樹） はい、全員賛成。したがって、議案第９４号、人権擁護委員候補者の推
薦につきましては、意見なしとして答申することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第６ 議案の上程、説明 
●議長（山中康樹） 日程第６、議案の上程、説明に入ります。議案第９５号、平成２８年度

邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第９６号、平成２８年度邑南町国民

健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９７号、平成２８年度邑南

町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９８号、

平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第

９９号、平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案

第１００号、平成２８年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議

案第１０１号、平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

議案第１０２号、邑南町町営バス条例の一部改正について、議案第１０３号、指定管理

機関の変更について、議案第１０４号、邑南町立障害者支援施設及び障害児入所施設条
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例の廃止について、議案第１０５号、財産の無償譲渡について、議案第１０６号、邑南

町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定について、議案第

１０７号、平成２９年度邑南町一般会計補正予算第４号について、議案第１０８号、平

成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０９号、

平成２９年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号について、議

案第１１０号、平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号につい

て、議案第１１１号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について、

議案第１１２号、平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号について、

以上、１８議案を一括上程いたします。提出者からの提案理由の説明を求めます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 
●議長（山中康樹） 石橋町長。 
●石橋町長（石橋良治） ええ、議案第９５号から議案第１０１号までの提案理由をご説明 

申しあげます。これらの議案は平成２８年度の各会計の決算につきまして、議会の議決 

を求めるものでございます。一般会計につきましては、歳入決算額１１８億５千９０万 

２千円。歳出決算額１１５億１千３４２万８千円。歳入歳出差引３億３千７４７万３千 

円となっています。国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入決算額1６億８千２ 

６２万３千円。歳出決算額１６億１千２７９万３千円。歳入歳出差引６千９８３万円と 

なっています。国民健康保険直営診療所事業特別会計につきましては、歳入決算額５千 

３４３万円。歳出決算額５千１３６万４千円。歳入歳出差引２０６万６千円となってい 

ます。後期高齢者医療事業特別会計につきましては、歳入決算額３億６千４２７万３千 

円。歳出決算額３億６千２３７万１千円。歳入歳出差引１９０万１千円となっています。 

簡易水道事業特別会計につきましては、歳入決算額６億４千５７３万円。歳出決算額６ 

億６６５万３千円。歳入歳出差引３千９０７万７千円となっています。下水道事業特別 

会計につきましては、歳入決算額８億５千４７１万３千円。歳出決算額８億３千８２８

万円。歳入歳出差引１千６４３万３千円となっています。電気通信事業特別会計につき

ましては、歳入決算額４億７千５６２万６千円。歳出決算額４億６千５５１万９千円。

歳入歳出差引１千１０万７千円となっています。一般会計、特別会計合わせまして、歳

入決算額１５９億２千７２９万５千円。歳出決算額１５４億５千４百、ああ、１５４億、

５千４０万７千円。歳入歳出差引４億７千６８８万８千円となり、一般会計の翌年度へ

繰り越すべき財源７６５万２千円を除いた実質収支は、４億６千９２３万６千円となっ
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ています。以上、詳細につきましてはそれぞれ担当課長から説明させますのでよろしく

お願いします。 

●議長（山中康樹） えー、説明の途中でございますが、ここで休憩に入らせていただきま 

す。再開は午前１０時４５分とさせていただきます。 

―― 午前１０時２８分 休憩 ―― 
―― 午前１０時４５分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） それでは再開をいたします。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第９５号、平成２８年度邑南町一般会計歳入歳出決算

の認定についてご説明申しあげます。決算書の１ページから１０ページまでが歳入歳出決

算書ですが、主な項目の説明は事項別明細書においてご説明いたしますので、ここでは合

計額のみ申しあげます。５ページをお開きください。歳入合計でございますが、予算規模

１１９億６，６８２万２千円に対しまして、調定額は１１９億８，０１９万７４１円、収

入済額１１８億５，０９０万１，５１２円、不納欠損額１，４３１万８４円、収入未済額

は１億１，４９７万９，１４５円でございます。収入済額は前年度に比べ１７．５４％、

額にして２５億２，１０２万６，１１３円の減額でございます。続きまして、歳出合計で

ございます。９ページをお開きください。歳出合計でございますが、予算額は歳入と同額

でございます。支出済額は１１５億１，３４２万８，０７６円、翌年度への繰越額が１億

１，６２１万８千円、不用額が３億３，７１７万５，９２４円でございます。支出済額は

前年度に比べ１７．８８％、額にして２５億７３２万６，３７２円の減でございます。歳

入歳出差し引き残高は、３億３，７４７万３，４３６円でございます。主な項目につきま

しては事項別明細書で御説明いたしますので、１１ページをお開きください。主なものの

み説明させていただきます。歳入１款町税でございます。町税全体の額でございますが、

調定額１０億６，３４５万２，９８８円に対しまして、収入済額は１０億２，０１３万３，

９６７円で、収納率は９５．９３％となっており、昨年に比べ０．０３ポイント下がって

おります。また、不納欠損額は１，４２２万９，２９０円。収入未済額は、２，９０８万

９，７３１円となっており、前年度に比べ１，３６８万３，５３７円の減でございます。

１３ページをお開きください。２款の地方譲与税でございます。調定額及び収入済額は同

額で、１億５，２３９万９千円でございます。１５ページをお開きください。下から２段

目、１０款地方交付税でございます。収入済額は６５億６，６６４万４千円で前年度と比

べ２．０％の減少、金額にしまして１億３，１２４万３千円の減額でございます。減額の

要因でございますが、普通交付税は合併算定替の段階的縮減がはじまったこと、測定単位

の減などでございます。１７ページをお開きください。１２款分担金及び負担金でござい
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ます。調定額１億６，１１８万３，０９５円に対しまして、収入済額は１億５，８９１万

１，６９８円でございます。収入未済額は２２７万１，３９７円となっており、前年度に

比べ１万３，５１１円増加しております。２１ページをお開きください。１３款使用料及

び手数料でございます。調定額１億６，９２９万７，９８５円に対しまして、収入済額は

１億６，８２４万８，６４４円。収入未済額は１０４万９，３４１円で、前年度に比べ１

万５，４８３円の減少でございます。２５ページをお開きください。１４款国庫支出金で

ございます。調定額９億８千、えぇ、失礼しました。９億８，００６万８，９５４円に対

しまして、収入済額は９億７４７万３，９５４円。前年度に比べ４億９，０７２万４，０

０７円の減額でございます。公共土木施設災害復旧費負担金の減額などが主な要因でござ

います。３１ページをお開きください。１５款県支出金でございます。調定額９億４，１

６８万６，６８９円に対しまして、収入済額は９億４，０２１万４，９９７円。前年度に

比べ２億２９２万５，１５９円の減額でございます。災害復旧費県補助金の減額などが主

な要因でございます。４１ページをお開きください。１６款財産収入でございます。調定

額は、２，６５５万２，１０１円に対しまして、収入済額は２，６５３万２，１０１円で

ございます。不納欠損額２万円は、町有財産貸付収入でございます。４３ページをお開き

ください。一番下、１７款寄付金でございます。調定額及び収入済額は同額で、２，６８

０万６，０５３円でございます。４５ページをお開きください。１８款繰入金でございま

すが、調定額及び収入済額は同額で、１億３，４８３万円でございます。前年度に比べ９，

６０９万４２０円の減額でございます。土地開発基金の繰入金などの減額が主な要因でご

ざいます。４７ページをお開きください。中程、１９款繰越金でございますが、平成２７

年度からの繰越金で前年度繰越金３億５，１１７万３，１７７円でございます。前年度に

比べ６億４０１万２５３円の減額でございます。その下、２０款諸収入でございます。調

定額２億２，９９３万９，６９９円に対しまして、収入済額２億２，１３７万６，９２１

円でございます。不納欠損額は６万７９４円、収入未済額は８５０万１，９８４円でござ

います。５５ページをお開きください。２１款町債でございますが、調定額、収入済額同

額で９億６，１７０万円でございます。町債は、前年度に比べ９億４，１８０万円の減額

となっております。減額分としましては、いこいの村改築に係る観光施設整備事業債４億

１４０万円、災害復旧事業債２億４千万円、木材市場整備事業債２億３，４６０万円など

が主なものでございます。６１ページをお開きください。歳出でございます。ページ数が

多いため主な事業のみ説明させていただきます。また、経常経費が主な支出内容である事

業も説明は省略させていただきます。はじめに、１款議会費でございますが、支出済額は

９，９９０万５，４２６円でございます。２款総務費でございます。支出済額は１７億７，

８６５万１，８７６円でございます。平成２７年度からの繰越明許費の４，１６０万１千

円の内訳は、まち・ひと・しごと創生総合戦略事業費が３，４２０万円、庁舎内情報シス

テム強靭化事業費が１，１９０万１千円でございます。主な内容でございますが、次の６
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３ページをお開きください。１項総務管理費の１目一般管理費でございますが、６４ペー

ジの２５節基金積立金が３億４，３１８万４，８９９円でございます。内訳でございます

が、備考欄００２一般管理費中、０３財政調整基金管理費での積立金が２０万２，４３０

円。６５ページをお開きください。となりの６６ページの備考欄でございますが、１６減

債基金管理費での積立金が３億３，０５７万８，０８５円、１８ふるさと基金管理費での

積立金が１，２４０万４，３８４円でございます。７１ページをお開きください。５目財

産管理費でございます。主な事業としましては、７３ページ、となりの７４ページの備考

欄でございますが、０１７公共施設等総合管理計画費４１９万４００円などでございま

す。中ほどの段、６目企画費でございます。主な事業としましては、７５ページをお開き

ください。となり７６ページの備考欄でございますが、０１０矢上高校教育振興会補助事

業費４７７万２千円。７９ページをお開きください。となりの８０ページの備考欄でござ

いますが、０３０まち・ひと・しごと創生総合戦略事業費８，７８２万７，６０３円。８

１ページをお開きください。となりの８２ページの備考欄でございますが、０３８協働の

まちづくり事業１９８万２，０２４円などでございます。８３ページをお開きください。

８目地域振興及び人口定住対策費でございます。主な事業は、８４ページ備考欄をご覧く

ださい。００２自治会活動補助費が２，４３７万５，５８０円、００５自治会館整備事業

費が５１１万７，８００円などとなっております。８５ページをお開きください。一番下、

１１目情報政策費でございます。１ページめくっていただきまして、８８ページ備考欄を

ご覧ください。００２電気通信事業特別会計繰出金１億８，４０３万７千円、０１０携帯

電話等エリア整備事業費９，２４６万６，８６０円、０１１庁舎内情報システム強靭化事

業費２，０３１万６０円などでございます。その下、１２目生活交通確保対策事業費です

が、９１ページをお開きください。となり９２ページ備考欄の一番下、０２５駅・バス停

改修整備事業費１，１６５万１６０円などでございます。１０３ページをお開きください。

３款民生費でございます。支出済額は２６億２，４０１万３，８１８円でございます。１

項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございますが、福祉医療費などの経常経費が主なも

のでございます。１０５ページをお開きください。右側の備考欄で００５国民健康保険事

業特別会計繰出金が１億４，３７１万４，１０９円、１０７ページをお開きください。右

側の備考欄で、０２１臨時福祉給付金給付事業費が５，５７２万２，９０７円などとなっ

ております。１１１ページをお開きください。２目社会福祉施設費でございますが、くる

み邑美園指定管理料のほか、あさぎり駐車場改修事業費１５０万９，８４０円などを支出

しております。１２７ページをお開きください。２項児童福祉費でございますが、児童手

当等の経常経費が主なものでございます。１３１ページをお開きください。３項生活保護

費につきましても、主に経常経費でございます。１３５ページをお開きください。４款衛

生費でございます。支出済額は１２億８，７１９万１，６３４円でございます。１項保健

衛生費、１目保健衛生総務費でございますが、１３６ページの備考欄、００４簡易水道事
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業特別会計繰出金が２億４，１１６万９千円。００５下水道事業特別会計繰出金（生活排

水等）が７，４０４万５千円。１ページめくっていただきまして、１３８ページの備考欄、

００６直営診療所事業特別会計繰出金２，１８１万７千円などを含んでおります。１３９

ページをお開きください。２目母子保健費でございますが、００２子ども医療費の３，１

９６万１，３０２円をはじめ、００３不妊治療推進事業費が４７３万１，６７７円。００

４妊婦・乳幼児健診費８２５万３，３４５円など子育て支援事業を実施しております。１

４７ページをお開きください。８目病院費としまして、公立邑智病院への繰出金３億３，

２８１１万円を支出しております。１４９ページをお開きください。５款労働費でござい

ます。支出済額は３８３万６，３２１円でございます。その下、６款農林水産業費でござ

います。支出済額は１２億３，０１６万９，２２７円でございます。平成２７年度からの

繰越明許費の６，７７６万６千円は、大雪による農業災害復旧特別対策事業費が５，１１

６万７千円、農地有効利用支援事業が５１７万３千円、団体営農業基盤整備促進事業費が

１，１４２万６千円でございます。１５３ページをお開きください。３目農業振興費でご

ざいますが、主な事業としましては、００１邑南町農林総合事業費が、１，６８６万４，

５７８円。１ページめくっていただきまして、１５６ページ備考欄でございますが、００

３中山間地域等直接支払事業費２億３，３００万９，５７７円。００５多面的機能支払い

事業費が１億４，６８６万３，４２１円。１ページめくっていただきまして、１５８ペー

ジ備考欄でございます。０１０新規就農者支援事業１，３６９万８，６８１円。０１１農

業担い手育成・確保支援事業費３，８１１万５，２３５円では、就農支援アドバイザーの

設置や地域おこし協力隊制度を活用したおーなんアグサポ隊事業を実施しております。１

６１ページをお開きください。５目農地費でございます。１ページめくっていただきまし

て、１６４ページ備考欄でございますが、００６下水道事業特別会計繰出金（農業集落排

水分）は２億８，６２４万円でございます。１６５ページをお開きください。６目農業基

盤整備費でございますが、００６県営農道保全事業費で３，７７９万５千円。００８団体

営農業基盤整備促進事業費１，１５０万４，１６０円などでございます。１６９ページを

お開きください。２項林業費のうち２目林業振興費でございますが、００１森林総合研究

所造林受託事業費２，３６１万５，２９８円のほか、００２公社造林受託事業費９３８万

１，６３６円、００３町行造林事業費２，１０４万６，９９８円などでございます。１７

３ページをお開きください。７款商工費でございます。支出済額は２億３，９５０万７，

６３４円でございます。１７５ページをお開きください。２目商工業振興費でございます

が、主な事業としましては、００１農林商工等連携サポートセンター事業費８，５２０万

２７３円のほか、００２町商工会運営助成事業７００万円などでございます。１８３ペー

ジをお開きください。８款土木費でございます。支出済額は９億４，６２７万１，３９６

円でございます。平成２７年度からの繰越明許費の７，０５３万６千円は雪害対策の７７

１万１千円、道路橋りょう費の道路新設改良費が３，０５４万円、河川護岸改修が４３０
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万円、住宅建設費が２，７９８万５千円でございます。１８７ページをお開きください。

３目下水道費の００１下水道事業特別会計繰出金（特定環境保全公共下水道）は１億６，

３７２万６千円でございます。１９１ページをお開きください。３目道路新設改良費でご

ざいます。支出済額は２億８，３９６万９，５４９円となっております。町道１８路線の

改良工事及び防災対策工事を行っております。２０３ページをお開きください。４項住宅

費の２目住宅建設費でございますが、森実、布施及び順庵原の住宅建設８，３７１万４５

８円でございます。２０５ページをお開きください。３目住宅政策費でございますが、０

０２集落振興対策助成事業で８４３万６，３３８円、００３賃貸住宅建設補助事業で５，

２５０万１千円などを行っております。２０７ページをお開きください。９款消防費でご

ざいます。支出済額は４億４，８９２万９，４２９円でございます。２０９ページをお開

きください。３目消防設備費でございますが、００６防火水槽設置事業費で１，１９５万

３，４４０円、００９消防車整備費で２，５３０万３，６０２円、０１０消防車庫建設事

業費で７３８万７，２００円などでございます。２１３ページをお開きください。１０款

教育費でございます。支出済額は１０億２２６万６，３３１円でございます。平成２７年

度からの繰越明許費の４８８万２千円は石見東小学校改修費でございます。２２１ページ

をお開きください。１項教育総務費の３目スクールバス運営費でございますが、００２ス

クールバス車両整備事業費９５７万７千円でスクールバスを更新しております。２２９ペ

ージをお開きください。２項小学校費１目学校管理費の０１１低学年複式・学習・生活支

援事業費２，７０６万９，１４７円では、小学校の低学年複式支援、学習及び生活支援な

どの事業を実施しております。その下になりますが、２目教育振興費では、就学奨励費の

他、ふるさと教育推進事業、子ども読書活動推進事業などを実施しております。２３１ペ

ージをお開きください。３目学校建設費として、５４２万１，６００円を支出しておりま

す。内容は石見東小学校及び日貫小学校の体育館の改修でございます。２３５ページをお

開きください。３項中学校費２目教育振興費におきましても、就学奨励費の他、ふるさと

教育推進事業、子ども読書活動推進事業などを実施しております。２３７ページをお開き

ください。４項社会教育費でございますが、１目社会教育総務費では、経常的な経費のほ

か、ふるさと教育事業、子育て協働支援、失礼しました。子育て協働プロジェクト推進事

業などを実施しております。２４５ページをお開きください。５目文化財保護費では、旧

山﨑家住宅改修事業、久喜大林銀山の発掘調査及び活用事業などを実施しております。２

５１ページをお開きください。１１款災害復旧費でございます。支出済額は４，３０５万

１，７２８円でございます。平成２７年度からの繰越明許費は、公共土木災害復旧費３１

８万円でございます。１項農林水産施設災害復旧費は、支出済額が３，６３３万９，１２

０円でございます。２５３ページをお開きください。２項公共土木災害復旧費は、支出済

額が６７１万２，６０８円でございます。その下になりますが、１２款公債費でございま

す。支出済額は１８億９６３万３，２５６円でございます。一番下予備費でございますが、
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予算３千万円のうち１，６８０万３千円を予備費から、それぞれの費目に充用しておりま

す。豪雨災害による災害復旧費の測量設計委託料が８３０万７千円、その他緊急の施設修

繕などに充てたものでございます。続きまして、最後のページをお開きください。実質収

支に関する調書でございます。歳入総額が１１８億５，０９０万１，５１２円、歳出総額

が１１５億１，３４２万８，０７６円、歳入歳出差引額が３億３，７４７万３，４３６円、

翌年度へ繰り越すべき財源としまして繰越明許費繰越額が７６５万２千円でございます。

実質収支額でございますが、３億２，９８２万１，４３６円でございます。以上、地方自

治法２３３条第３項の規定により議会の認定に付すものでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

●種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 種町民課長。 

●種町民課長（種由美） 議案第９６号、平成２８年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてご説明申しあげます。主な項目の説明につきましては、事項別

明細書で説明させていただきますので、最初に歳入歳出それぞれの合計額のみ申しあげま

す。決算書の３ページ、４ページをお開きください。はじめに歳入合計でございますが、

予算現額１６億８，１９３万円に対しまして、調定額が１７億６６５万４，９７４円、収

入済額が１６億８，２６２万２，６８９円。不納欠損額が１６４万６，４００円、収入未

済額が２，２３８万５，８８５円でございます。なお、歳入総額につきましては、前年度

と比べ６，７４９万５，１３４円の増額。率にして４．２％の増でございます。続いて、

７ページ、８ページをお開きください。歳出合計でございますが、予算現額は歳入と同額

でございます。支出済額は１６億１，２７９万２，５９６円、翌年度繰越額はなく、不用

額が６，９１３万７，４０４円でございます。なお、歳出総額につきましては前年度と比

べ１，２０６万５８２円の増額、率にして０．８％の増でございます。また、歳入歳出差

引残額は６，９８３万９３円でございます。次に主な項目につきまして事項別明細書でご

説明いたします。９ページ、１０ページをお開きください。はじめに歳入でございます。

１款国民健康保険税でございますが、調定額２億６，５５０万７８２円に対しまして収入

済額が２億４，１４６万８，４９７円、不納欠損額が６人分で１６４万６，４００円、収

入未済額は１０９人分で２，２３８万５，８８５円でございます。国民健康保険税全体で

徴収率が９０．９５％、前年度と比べ０．２４ポイント下がり、収入未済額も前年度と比

べ７１万１，０９７円の減額、率にして３．１％の減でございます。次に１１ページ、１

２ページをお開きください。４款国庫支出金１項の国庫負担金でございますが、療養給付
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費負担金につきましては、一般被保険者の療養給付費の他、介護納付金、後期高齢者医療

支援金に対する３２％の国庫負担金。また、高額医療費共同事業負担金につきましては、

歳出の高額医療費共同事業医療費拠出金の４分の１を国が負担するものでございます。特

定健康診査等負担金につきましては、特定健診等の保健事業に対して国が３分の１負担す

るものでございます。国庫負担金の合計は２億１，００２万６，１８５円でございます。

次に２項の国庫補助金でございますが、普通調整交付金及び特別調整交付金あわせまして、

８，９１７万４千円でございます。次に１３ページ、１４ページをお開きください。５款

の県支出金の１項県負担金でございますが、高額医療費共同事業負担金、特定健康診査等

負担金ともに国庫負担金での説明と同様でございまして、それぞれ４分の１、３分の１を

県が負担するものでございます。あわせて９５２万６，１０６円でございます。次に２項

県補助金でございますが、５，９５５万４千円交付を受けております。続いて、６款の共

同事業交付金でございますが、これは高額医療費の保険者負担に対する共同事業による交

付金でございまして、対象医療費の５９％が交付されます。３億３，０１９万６，０５３

円の交付を受けております。次に８款の療養給付費交付金でございますが、退職者の療養

給付費から退職者分の国保税を差し引いたものが支払基金から交付されます。５，８０９

万２，７７０円の交付を受けております。次に１５ページ、１６ページをお開きください。

９款の繰入金でございますが、１項の基金繰入金につきましては、取崩しを２，４８１万

１千円おこなっております。２項の他会計繰入金でございますが、保険基盤安定繰入金及

び一般会計繰入金あわせまして１億４，３７１万４，１０９円で前年度と比べ２，５１５

万４，０９７円の減額でございます。次に１１款の諸収入でございますが、９７万９，９

８７円収入済でございます。内訳につきましては、１７ページ、１８ページをお開きくだ

さい。諸収入の内訳としましては、延滞金、前期高齢者の一部負担金指定公費分、資格喪

失後の受診にかかる保険給付返還金、交通事故にかかる第三者行為償還金、超高額医療費

共同事業剰余金の還付金でございます。次に１２款の前期高齢者交付金でございますが、

平成２８年度の概算分と平成２６年度の確定による精算分として５億５５万７，８６０円

でございます。前年度と比べ８，９７０万１，０１８円増額となっております。これは平

成２６年度の医療費実績が見込額より大幅に増額したことによりこの医療費実績をもと

に算出します平成２８年度概算分及び平成２６年度の精算分が増額したことによるもの

でございます。続きまして、歳出にまいります。１９ページ、２０ページをお開きくださ

い。はじめに１款の総務費の１項総務管理費でございますが、人件費、事務費の他、国保
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連合会負担金、情報システム課負担金など５，２７８万１，０７４円でございます。次に

２款の保険給付費の１項療養諸費でございます。８億５，４３３万７，０３０円支出でご

ざいます。これは前年度と比べ４６０万３０５円増額となっております。なお、次の２１

ページ、２２ページをご覧いただきますと２目の退職被保険者等療養給付費のところです

が、不用額が２，６１９万６，１５１円でております。これは過去３年間の医療費実績を

もとに医療費推計を算出し、見込額を予算に計上しておりましたが、退職被保険者につき

ましては医療費実績が見込額を大幅に下回ったものでございます。次に２項高額療養費で

ございますが、１億３，００７万１，１８６円で前年度と比べ１，１５９万４，５０７円

の増額、率にして９．８％の増でございます。続きまして２３ページ、２４ページをお開

きください。３項の助産諸費の出産育児一時金につきましては、２件で８２万４千円。４

項の葬祭諸費につきましては、１７件で５１万円でございます。次に２５ページ、２６ペ

ージをお開きください。４款の介護納付金につきましては、４，４５０万４，８３１円支

出でございます。次に５款の保健事業費でございます。生活習慣病予防をはかり、医療費

の抑制や削減を目指す保健普及事業やレセプトのデーター分析に基づき効率的、効果的に

保険事業を実施することを目的とした国保ヘルスアップ事業、４０歳から７４歳までの国

保加入者におこなう特定健康診査事業などに合計１，９５６万１，１４３円支出しており

ます。２７ページ、２８ページをお開きください。６款の共同事業拠出金でございますが、

高額医療費が急激に増加した場合に保険者の負担を緩和するため共同事業をおこなって

おります。これはその事業への拠出金でございます。３億１，４３６万３，６６５円でご

ざいます。次に２９ページ、３０ページをお開きください。７款の基金積立金でございま

すが、２，５３９万５，２８１円積み立てしております。これは歳入でご説明いたしまし

た前期高齢者交付金の収入にともなうものでございます。９款の諸支出金でございますが、

１款償還金及び還付加算金につきましては、一般被保険者保険税還付金が１０件。これは

資格喪失、所得構成、過誤納があったことによる還付でございまして３９万３，４００円。

返還金、償還金あわせまして９０７万５，０５１円でございます。なお、予算不足の対応

としまして、補正予算での対応が困難でございましたので一般被保険者保険税還付金の一

部につきまして、予備費を充用させていただいております。次に３項の繰出金でございま

すが、３１ページ、３２ページをお開きください。直営診療所事業特別会計繰出金でござ

います。特別調整交付金のへき地診療所運営費分として交付がありました８９９万７千円

を繰出ししております。続いて１０款の後期高齢者支援金等でございます。１億５，１０
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９万５，４９２円でございます。最後に予備費でございますが、先ほどご説明いたしまし

たように、一般被保険者保険税還付金に１９万４千円充用させていただいております。最

後のページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が１６億

８，２６２万２，６８９円、歳出総額が１６億１，２７９万２，５９６円。歳入歳出差引

額が６，９８３万９３円、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので実質収支額は同

額の６，９８３万９３円でございます。 

続きまして、議案第９７号、平成２８年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてご説明申しあげます。決算書の１ページ、２ページをお開きく

ださい。はじめに歳入合計でございますが、予算現額５，７７５万４千円に対しまして、

調定額が５，３４２万９，８０７円、収入済額は同額で収入未済額はございません。なお、

歳入総額につきましては、前年度と比べ８８２万１，４９４円の減額、率にして１４．２

％の減でございます。続いて３ページ、４ページをお開きください。歳出の合計でござい

ますが、予算現額は歳入と同額でございます。支出済額が５，１３６万３，７６３円、翌

年度繰越額はなく、不用額が６３９万２３７円でございます。なお、歳出総額につきまし

ては前年度と比べ５１７万５，６２９円の減額、率にして９．２％の減でございます。ま

た、歳入歳出差引残額は２０６万６，０４４円でございます。主な項目につきましては事

項別明細書でご説明いたします。５ページ、６ページをお開きください。はじめに歳入で

ございます。１款の診療収入でございますが、阿須那診療所、井原診療所、日貫診療所の

３施設の外来収入あわせまして１，５７２万２，８３３円で、前年度と比べ２９８万６，

８２８円の減額、率にして１６％の減でございます。次に３款繰入金２項の他会計繰入金

でございます。７ページ、８ページをお開きください。一般会計繰入金につきましては２，

１８１万７千円、事業会計繰入金につきましては、国民健康保険事業特別会計でご説明い

たしました特別調整交付金参入分として８９９万７千円でございます。次に５款諸収入で

ございますが、収入済額は１０３万１，５１８円でございます。内訳としましては、阿須

那診療所の雨どい修繕にともなう共済給付金やインフルエンザ予防接種代などの収入で

ございます。続きまして歳出でございます。９ページ、１０ページをお開きください。は

じめに１款総務費１項の施設管理費でございますが、阿須那診療所、井原診療所、日貫診

療所の３施設の管理費あわせて支出済額が４，３４５万８，６５５円でございます。続い

て１１ページ、１２ページをお開きください。２款の医業費でございますが、同じく３施

設につきまして診療材料費、薬剤費、検査委託費あわせて７９０万５，１０８円でござい
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ます。予備費の使用はございません。最後のページをお開きください。実質収支に関する

調書でございますが、歳入総額が５，３４２万９，８０７円、歳出総額が５，１３６万３，

７６３円、歳入歳出差引額が２０６万６，０４４円、翌年度へ繰り越すべき財源はござい

ませんので実質収支額は同額の２０６万６，０４４円でございます。 

続きまして議案第９８号、平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてご説明申しあげます。決算書の１ページ、２ページをお開きください。は

じめに歳入合計でございますが、予算現額３億６，２８７万１千円に対しまして、調定額

が３億６，５４０万５，０６０円、収入済額が３億６，４２７万２，５００円で、収入未

済額が１１３万２，５６０円でございます。なお、歳入総額につきましては、前年度と比

べ８４０万２，９０４円の増額、率にして２．４％の増でございます。続いて３ページ、

４ページをお開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は歳入と同額でござい

ます。支出済額が３億６，２３７万１，４５１円、翌年度繰越額はなく、不用額が４９万

９，５４９円でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度と比べ１，２８６万

５，０５９円の増額、率にして３．７％の増でございます。また、歳入歳出差引残額は１

９０万１，０４９円でございます。主な項目につきましては、事項別明細書でご説明いた

します。５ページ、６ページをお開きください。はじめに歳入でございます。１款の後期

高齢者医療保険料でございますが、特別徴収保険料につきましては、年金から天引きされ

るもので、普通徴収保険料につきましては納付書、口座振替により直接納付するものでご

ざいます。あわせて１億１１３万８，４２０円でございます。なお、保険料全体では徴収

率が９８．９％でございます。収入未済額は備考欄をご覧いただきまして、現年度分５７

万７，４６０円、滞納繰越分５９万２，９３０円、あわせまして１１７万３９０円となり

７１人分でございます。次に３款の保健事業委託金でございます。後期高齢者の健康診査

を後期高齢者医療広域連合から委託されておりまして、２１６万８，８０７円を収入して

おります。続きまして、４款繰入金でございますが、２億５，４１２万７，０４８円でご

ざいます。これは一般会計からの繰入金で事務費繰入金、次のページの保険基盤安定繰入

金、療養給付費負担金繰入金をあわせたものでございます。７ページ、８ページをお開き

ください。６款諸収入でございますが、広域連行納付金、雑入あわせまして４７万５，０

２１円収入しております。なお、雑入の備考欄に過還付金返戻未済額として３万２６０円

とありますが、これは平成２７年度保険料６人分の過還付金の返戻未済額でございます。

９ページ、１０ページをお開きください。歳出でございます。はじめに１款の総務費１項
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の総務管理費でございますが、情報システム課負担金ほか、事務費として１７５万４，０

９５円でございます。次に２款の後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、保険料

等負担金、療養給付費負担金あわせて３億５，７６７万５，３３６円でございます。次に

３款の保健事業費でございますが、健診事業として２１６万２，５７９円でございます。

１１ページ、１２ページをお開きください。備考欄上段でございますが、健診事業費の予

算不足の対応といたしまして、補正予算の対応が困難でございましたので予備費を充用さ

せていただいております。最後に予備費でございますが、先ほどご説明いたしましたよう

に保健事業費に１８万６千円充用させていただいております。最後のページをお開きくだ

さい。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が３億６，４２７万２，５００円。

歳出総額が３億６，２３７万１，４５１円、歳入歳出差引額が１９０万１，０４９円、翌

年度へ繰越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の１９０万１，０４９円で

ございます。以上、３会計につきまして、それぞれ地方自治法第２３３条第３項の規定に

より議会の認定に付すものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

●川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中水道課長。 

●川中水道課長（川中栄二） 議案第９９号、平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定につきましてご説明申しあげます。決算書の１ページをお開きください。

１ページから４ページまでは歳入歳出の決算書でございます。詳細は事項別明細書で説明

させていただきますので、ここでは合計額のみ申しあげます。歳入の予算現額は６億４，

０９６万４千円、調定額は６億６，２５１万３，１６２円、収入済額は６億４，５７２万

９，６７７円、不納欠損額は１万７，９８６円、収入未済額は１，６７６万５，４９９円

でございます。収入未済額につきましては、３月３１日に打ち切り決算以降の収納となる

３月請求の水道料金が主なものでございます。３ページをお開きください。歳出でござい

ますが、予算現額は収入と同額の６億４，０９６万４千円でございます。支出済額は６億

６６５万２，５０９円、不用額は３，４３１万１，４９１円でございます。歳入歳出差引

残額は３，９０７万７，１６８円でございます。なお、この残額は下水道事業について地

方公営企業法が適用されたことにともない、同法の規定により特別会計へ引き継いでおり

ます。次に決算書の内容につきまして事項別明細書でご説明申しあげます。５ページをお

開きください。歳入でございます。１款分担金及び負担金の収入済額は５７１万３，２０

０円で内訳は水道新規加入分担金でございます。２款使用料及び手数料でございます。調
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定額２億７５９万９，８１６円に対し、収入済額は１億９，０９８万９，１３１円、不納

欠損額は１万７，９８６円、収入未済額は１，６５９万２，６９９円でございます。３款

国庫支出金の収入済額は３，５９０万３千円でございます。これは簡易水道基幹改良事業

の補助金でございます。７ページをお開きください。５款繰入金でございますが、簡易水

道事業基金繰入金が５，００７万９０３円、一般会計繰入金が２億４，１１６万９千円で

ございます。６款繰越金は４５５万９，０５１円でございます。７款諸収入でございます

が、収入済額は１０９万７９０円で主に消費税の還付金でございます。８款町債でござい

ますが、収入済額は１億１，６２０万円で簡易水道建設事業債でございます。１１ページ

をお開きください。歳出でございます。１款総務費の支出済額は１億５，５１８万２，１

３３円でございます。主なものについてご説明いたします。１１節需用費３，７５７万９，

３４２円は施設の電気代と修繕料が大半を占めております。１２節役務費１，１５１万６，

０６３円は水質検査手数料と遠方監視用の通信費が主なものでございます。１３節委託料

３，４８５万２，９４１円は浄水施設や料金システム等の保守点検委託料、検針委託料、

公営企業会計法適用事業の委託料が主なものでございます。１５節工事請負費は２３６万

６，２００円で量水器の取り換え工事費等でございます。２７節公課費の４５３万１，５

００円は消費税でございます。１３ページをお開きください。２款簡易水道事業費でござ

います。支出済額は１億４，１９０万７，０３６円でございます。主なものは１５節工事

請負費１億３，８４２万３，６００円でこれは簡易水道基幹改良事業の工事費でございま

す。４款公債費が３億９５２万８，７３８円でございます。１５ページをお開きください。

償還元金が２億４千万１，９４６円、償還利子が６，９５２万６，７９２円でございます。

９８款予備費につきましては、２，７８０万８千円で、そのうち２，７２７万１千円が基

金繰入金を予備費に計上したものでございます。１ページをおめくり下さい。１ページお

めくり下さい。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が６億４，５７２万９，６

７７円、歳出総額は６億６６５万２，５０９円、歳入歳出差引額また実質収支額とも３，

９０７万７，１６８円でございます。 

続きまして、議案第１００号、平成２８年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定につきましてご説明申しあげます。決算書の１ページをお開きください。１ページから

４ページまでは歳入歳出の決算書でございます。詳細は事項別明細書で説明させていただ

きますのでここでは合計額のみ申しあげます。歳入の予算現額は８億５，３９０万８千円、

調定額は８億５，７３０万５，７８２円、収入済額は８億５，４７１万２，７４９円、不
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納欠損額が４万４，０１０円、収入未済額が２５５万２，６２３円でございます。３ペー

ジをお開きください。歳出でございますが、予算現額は歳入と同額の８億５，３９０万８

千円でございます。支出済額は８億３，８２７万９，８１６円、不用額は１，５６２万８，

１８４円でございます。歳入歳出差引残額は１，６４３万２，９３３円でございます。次

に決算書の内容につきまして事項別明細書でご説明申しあげます。５ページをお開きくだ

さい。歳入でございます。１款分担金及び負担金の収入済額は１，３４５万円で内訳は衛

生費分担金が２８０万円、農林水産業費分担金が５０５万円、土木費分担金が５６０万円

でございます。収入未済額が５９万円でございます。２款使用料及び手数料でございます。

調定額１億７，００７万５，４８７円に対し、収入済額は１億６，８０７万２，４５４円、

不納欠損額が４万４１０円、収入未済額が１９６万２，６２３円でございます。これは生

活排水処理、農業集落排水、下水道の使用料等でございます。収納率は９８．８％となっ

ております。７ページをお開きください。３款国庫支出金でございます。収入済額は７３

６万６千円、これは合併処理浄化槽整備事業に４３６万６千円、長寿命化事業に３００万

円の国庫補助金でございます。６款繰入金でございます。収入済額は５億３，１０７万円

で内訳は基金繰入金が７０５万９千円。９ページをお開きください。下水道事業、農業集

落排水事業、生活排水事業への一般会計繰入金が５億２，４０１万１千円でございます。

７款繰越金は収入済額１，４６２万９，５３４円でございます。９款町債でございます。

収入済額は１億２，０１０万円でこれは合併処理浄化槽にかかる生活排水処理事業債、下

水道の長寿命化にかかる下水道事業債と生活排水処理事業、農業集落排水事業、下水道事

業にかかる資本費平準化債でございます。続きまして１３ページをお開きください。歳出

でございます。１款衛生費の支出済額は８，９２５万８，３２３円で生活排水処理事業一

般管理費は６，６０１万６，２１１円でございます。主なものとしまして、１１節需用費

が８７９万３，１３４円で浄化槽の電気代と修繕料などでございます。１２節役務費は２，

８８３万３，２３９円でございます。これは汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。

１３節委託料は２，０１８万３，０４０円で合併浄化槽の管理委託料でございます。次に

生活排水処理事業費は２，３２４万２，１１２円でございます。主なものは１５節工事請

負費が２，２５６万８，５４４円でございます。これは合併処理浄化槽１３基にかかる設

置工事費でございます。２款農林水産業費でございますが、農業集落排水事業一般管理費

の支出済額は９，５７５万６，４８２円でございます。１５ページをお開きください。主

なものは１１節需用費が３，８５９万３，０２１円でこれは処理施設の電気代と修繕料が
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主なものでございます。１２節役務費は１，３９４万２，６６６円で汚泥引き抜き手数料

が主なものでございます。１３節委託料は１，７３５万９，５４０円で処理場の管理委託

料でございます。３款土木費の支出済額は１億２１万６２６円で下水道事業一般管理費の

支出済額は９，３７３万６２６円でございます。主なものといたしまして、１１節需用費

が１，３５６万６，２９９円で、これは処理施設の電気代と修繕料が主なものでございま

す。１３節委託料が３，６２０万８，７３７円で処理施設等の管理委託料が主なものでご

ざいます。２７節公課費は３５５万円で消費税でございます。１７ページをお開きくださ

い。下水道整備の支出済額は６４８万円で、これは石見浄化センターの機器更新にともな

う工事費でございます。５款公債費は５億５，３０２万９，６３９円でございます。償還

元金は４億３，８４１万１，１６９円、償還利子は１億１，４６１万８，４７０円でござ

います。９８款予備費の充用はございません。最後のページをお開きください。実質収支

に関する調書でございます。収入総額が８億５，４７１万２，７４９円、支出総額は８億

３，８２７万９，８１６円で収入支出差引額、また実質収支額とも１，６４３万２，９３

３円でございます。以上、地方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認定に付す

ものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

●議長（山中康樹） えぇ、ただ今、川中水道課長より発言の訂正がございました。訂正を許

可することに異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、発言の訂正を許可することといたし

ました。 

●川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中水道課長。 

●川中水道課長（川中栄二） 大変失礼をいたしました。先ほどの簡易水道事業９９号でご

ざいますけれども、４ページをお開きください。大変申し訳ございません。簡易水道特別

会計４ページの先ほど下水道と申しあげましたが、水道事業に訂正をさしていただきます。

以上、よろしくお願いいたします。 

●服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） 議案第１０１号、平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計

歳入歳出決算の認定についてご説明いたします。決算書の１ページをお開きください。１
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ページから４ページまでが歳入歳出の決算書でございますが、主な事業の項目につきまし

ては、事項別明細書でご説明いたしますのでここでは総額のみを申しあげます。歳入でご

ざいますが、予算現額４億７，３１５万円、調定額４億７，６５８万４，７８３円、収入

済額４億７，５６２万５，５６７円、不納欠損額が６万１，２３９円、収入未済額が８９

万７，９７７円でございます。３ページ、４ページをお開きいただき歳出でございます。

予算現額は歳入と同額、支出済額４億６，５５１万８，５９０円、不用額７６３万１，４

１０円、歳入歳出差引残額は１，０１０万６，９７７円でございます。続きまして、事項

別明細書で主なものをご説明いたします。５ページ、６ページをお開きいただき、歳入で

ございます。１款の分担金及び負担金の情報通信施設負担金が４６３万５千円でございま

す。これは新規の施設加入負担金と引込工事負担金でございます。次に２款の使用料及び

手数料でございます。使用料の情報通信施設使用料は基本チャンネルの利用料やインター

ネットの利用料などで、手数料とあわせ合計で２億３，３０２万４，２８３円でございま

す。なお、不納欠損額は６万１，２３９円でございます。次に７ページ、８ページをお開

きいただき、中ほど６款の繰入金でございます。基金繰入金が２，９５０万円、一般会計

繰入金が１億８，４０３万７千円、合計で２億１，３５３万７千円となっております。次

に９ページ、１０ページをお開きいただき、８款諸収入の雑入でございますが、全体で１，

４７４万３，０８３となっております。この主なものですが、ＮＨＫの団体一括手数料、

災害等の保険給付金、工事などの支障移転にかかる補償費などでございます。次に１１ペ

ージ、１２ページをお開きいただき、歳出でございます。１款の総務費の一般管理費でご

ざいますが、２億６，０６０万６，７４０円となっております。この主なものは職員給与

費にかかる人件費のほか、１３節の委託料がインターネットとＩＰ電話にかかるサービス

業務委託、各種機器等の保守料とおおなんケーブルへの、おおなんケーブルテレビへの業

務委託などでございまして、総額１億１，７４４万２，４５８円。１４節の使用料及び賃

借料がサーバー等機器のリース料、ＩＰ電話回線の使用料、ＮＨＫ受信料などで総額９，

５１７万３，９２７円。１５節の工事請負費が支障移転工事費などで総額１，３７４万６，

２４０円。２７節の公債費が、公課費が消費税で９２７万９，６００円でございます。な

お、急を要しました施設維持費に対しまして、１５５万６千円予備費を使用させていただ

いております。次に１３ページ、１４ページをお開きいただき、３款の基金積立金でござ

いますが、２，００４万１千６千、失礼しました、２，０４１万６，９１１円積み立てて

おります。次に４款の公債費でございますが、元気な地域づくり交付金の補助残の借入金
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などの元利償還金として１億８，４４９万４，９３９円でございます。最後のページをお

開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が４億７，５６２万５，

５６７円、歳出総額が４億６，５５１万８，５９０円、歳入歳出差引額が１，０１０万６，

９７７円でございまして、実質収支額は同額となっております。以上、平成２８年度邑南

町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、地方自治法第９６条第１項の

規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

●議長（山中康樹） えぇ、説明の途中でございますが、ここで休憩に入らせていただきます。

再開は午後１時１５分とさせていただきます。 

―― 午前１１時５８分 休憩 ―― 

―― 午後１時１５分 再開 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。えぇ、先ほど服部総務課長から発言の訂正の申し出

がありましたので、発言を許可いたします。 

●服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） えぇ、発言の訂正をよろしくお願いします。えぇ、議案書のほ

うの議案第１０１号おはぐりください。そこの決算書の認定ですけれども、根拠条例、あ

ぁ、根拠法の地方自治法第２３３条第３項でございますが、発言のほうが地方自治法第９

６条第１項と申しあげました。誠に申し訳ございませんけれども、ありますように、地方

自治法第２３３条第３項に発言のほうを訂正をよろしくお願いたします。 

●議長（山中康樹） ただ今、発言の訂正がありました。訂正を許可することに異議はありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、発言の訂正を許可することといたし

ます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

（決算審査の報告） 

●議長（山中康樹） えぇ、決算審査の報告。監査委員から平成２８年度邑南町各会計歳入

歳出決算審査意見書が提出されております。審査結果について監査委員の説明を求めま

す。 

●森脇監査委員（森脇義博） 議長、番外。 
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●議長（山中康樹） 森脇代表監査員。 

●森脇監査委員（森脇義博） 平成２８年度邑南町各会計の決算審査報告を行います。これ 

は、さる７月２４日に町長から地方自治法第２３３条第２項の規定により審査に付され 

た各会計の歳入歳決算及び証拠書類、その他政令で定められた書類の審査を終了したの 

で、その意見を申し述べます。審査にあたりましては、決算が正しく行われているかは 

もちろんですが、町の財政状況がどのような状況にあるか平、成２８年度の事業の成果 

がどうであったか等を念頭において話を聞かせてもらい審査を行いました。お手元の意 

見書に従いまして主なところを説明さしていただきます。１ページをお開きください。 

審査の対象は平成２８年度の一般会計と６つの特別会計、それに付属書類です。審査の 

期間は７月２５日から８月１６日までの実質１６日間です。審査の方法は町長より審査 

に付された決算報告書に基づき計数を確認するとともに、その会計処理が適正確実に行 

われたかどうかを検証するため、会計帳票及び関係証書類との照合等審査を実施いたし 

ました。審査の結果でございますが、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書 

類の計数は、関係諸帳簿、証書類等を点検審査した結果、いずれも決算計数に相違なく、 

適正に執行されたものと認めました。また、詳細は以下のとおりでございます。２ペー 

ジでございます。決算の概況ですが、平成２８年度は当初予算編成の重点項目に、選択 

と集中により邑南戦略の財源確保と着実な執行、地区別戦略の推進などを掲げ事業が行

われました。大型の建設事業が終了した一方で、まち・ひと・しごと創生総合戦略事業

の本格化やパラリンピック合宿招致活動の始動など、どちらかといいますとハードから

事業、ハードからソフト事業へ軸足を移した一年でありました。決算の状況でございま

す。全会計の予算と決算の集計金額です。対前年度比較で歳入総額において、１３．８

％、歳出総額で１４．５％のいずれも減少となっています。下の表は合併直後の平成１

７年度と比較したもので、地方債で１０９億円余の減少。積立金で２４億円余の増加と

なっているところです。３ページでございます。普通会計として扱われております一般

会計と電気通信事業特別会計の状況です。一般会計の歳入総額は地方交付税、国・県支

出金及び繰入金の減少により、１１８億５千９０万１千円で前年度比１７．５％の減少。

歳出は、災害復旧費の完了や大きな建設事業がなかったため、１１５億１千３４２万８

千円、対前年度比１７．９％の減少となりました。また、電気事業特別会計の決算状況

はこの表のとおりでございまして、審査結果は４ページのとおりでございます。５ペー

ジをお開きください。これから以下は普通会計の状況でございます。一般会計と電気通
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信事業特別会計の繰り出し繰り入れ等のダブり部分を控除した決算状況でございます。

決算状況の全体は上の表のとおりで、いずれの収支は黒字となっています。イ財政指標

等の状況でございます。審査結果ですが、標準財政規模が前年度より２億２千１６万２

千円減少しています。主な要因は平成２７年度からはじまった普通交付税の算定替えの

漸減によるものであります。経常収支比率は、普通交付税の減少などにより０．２ポイ

ント悪化して９４．６ポイントとなっております。積立金現在高は前年度の決算剰余金

を減債基金に積み立てたことなどにより、２億１千８７３万円増えています。また、地

方債現在高は９億５１３万３千円減少していますが、起債発行制限により新発債が少な

かったためでございます。６ページ歳入の状況で自主依存財源別の状況でございます。

歳入総額は、対前年度比１７．２％、額で２５億２千６３９万円減少しています。主な

ものは災害復旧費の減少などで、国・県支出金が６億９千３６４万９千円減ったこと、

繰入金が前年度の土地開発基金のような取り崩しがなかったことで、１億３９万９千円

の減少。繰越金も６億３３７万９千円の減少などでございます。７ページの上、審査意

見としまして、歳入総額がここ３年減少している中で、使用料・手数料や分担金・負担

金にわずかな増収がみられ、また、未収金も減少しているものの自主財源の構成比が１

９．８％と下がり依然として依存財源に頼る体質にかわりはなく、予算執行面で一層の

きめ細かな財政運営が望まれると思います。次に歳出の状況で性質別経費の状況でござ

います。歳出総額は対前年度１７．６％、額で２５億１千３５４万５千円の減少でござ

います。主なものは災害復旧費や普通建設事業費の投資的経費で１９億２千９７６万円

の減少。また公債費は平成２７年度に行った繰上償還分がないため、２億３千１６１万

５千円の減少で、さらに、従来から行っている起債の発行制限の効果により着実に少な

くなってると思います。８ページは歳出の目的別でございます。とびまして、１０ペー

ジをご覧ください。財産の管理状況です。平成２８年度中に取得、減少した主な財産の

土地、建物は下記のとおりとなっています。また、イの地上権のほか以下のものにつき

ましては大きな変動はなく、証券などは適切に管理されておりました。１２ページは現

地踏査の状況です。平成２９年８月１日、１日かけまして６事業６か所を現地踏査いた

しました。いずれの事業もそれぞれの目的に応じて適切に執行されていました。１４ペ

ージは普通会計の審査意見、財政運営についてでございます。平成２７年度からはじま

った普通地方交付税の合併算定替えの漸減が２年目となり、減額により標準財政規模が

縮減となりました。また、経常収支比率も一般財源収入の主となる普通、あぁ、普通交
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付税の減少などと経常一般財源支出で人件費がわずかに増えたことなどにより０．２ポ

イント悪化しております。しかし、地方債現在高は年々減少していることや、積立金は

今年度増額ができ、現時点において財政に支障はないものと思います。未収金は徴収努

力により前年度に比べて減少しています。今後もきめ細かい対応を望むところでござい

ます。財務事務につきまして予算の流用、予備費の充当ともにやむを得ない事情があっ

たもので、規定の範囲で適正に扱われていました。不用額については、普通会計で３億

４８０万７千円あり、決算規模が減少しているので不用額も減少していますが、とくに

事業の執行を怠ったものはありませんでした。１６ページをお開きください。公営事業

会計の審査でございます。まず国民健康保険事業特別会計です。決算の概要はこの表の

とおりで、歳入歳出差引額は６千９８３万円の黒字となっています。単年度収支額の大

きな増加要素は、前期高齢者交付金におきまして実績勘案の単年度概算金と以前の年の

清算金が変動することがあるためであります。審査意見としまして、医療費の動向が一

般被保険者分は高い水準にあり、退職被保険者分は変動が大きいため中々つかめにくい

と思いますが、できるだけ把握に努めるとともに収納率の向上や平成３０年の都道府県

化に向けた適正な保険税率の決定に努力していただきたいと思います。また、保険事業

についても被保険者の特性に応じたきめ細かな事業を展開し、医療費の抑制に結び付く

取り組みとなるよう努められたいと思います。１７ページの国民健康保険直営診療所事

業特別会計は以下のとおりでございます。１８ページ、後期高齢者医療特別会計でござ

います。決算概要は表のとおりでございます。決算審査でございますが、先日あのお、

返し過ぎていたことが年度を越えてわかった例がありました。特に保険料の徴収に関し

て最善の注意を払って健全な保険事業が運営されるよう要望するところです。１９ペー

ジ、簡易水道事業特別会計でございます。決算の概要はこの表のとおりでございますが、

水道事業会計に引き継いだため決算額は出納整理期間を含まない３月末となっておりま

す。したがって前年度の比較があまりできないと思います。審査結果でございますが、

平成２８年度末における整備率、普及率、有収率はともに昨年度に比べ上昇しておりま

す。水道使用料の収納に関して、出納整理期間をみた５月末の状況は、使用料収入が２

億３８６万円で、対前年度比５２８万９千円減少、未収金は２９７万円で４４万１千円

増加しています。審査意見でございますが、平成２９年度から上水道事業として地方公

営企業法が適用され、独立採算制が求められるので、町民が納得いく経営に向けた引き

続き努力をされたいと思います。２０ページ下水道事業特別会計は以下のとおりとなっ
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ております。次に２１ページ、平成２８年度財政健全化審査意見書でございます。これ

は、地方公共団体の財政の健全に関する法律に基づくものですが、健全化の判断比率は

以下の表の①から④の４つの比率でございます。過去からの状況も表のとおりでござい

ます。個別の意見を申しあげます。①の実質赤字比率、②の連結実質赤字比率につきまし

ては、ともに赤字はございませんので該当する数値はありません。③実質公債費比率でございま

すが、改善してきております。これは、平成１８年度から行っている起債の計画的発行の効果だ

ろうと思いますが、計画外の発行である豪雨災害にかかる災害復旧事業の元金償還が平成２８年

度から始まるため、基準財政需要額への算入等を含め比率の動向に注意をされたいと思います。

また、平成２７年度から始まっている市町村合併における交付税の特例措置の減額は、分母を押

し下げることになるため、今後の財政運営に気をつけていただきたいと思います。なお、全国の

市区町村平均は、平成２７年度決算で７．４％でございます。２２ページ、④の将来負担比率で

ございます。平成２８年度の１２２．５％で、平成２７年度算定分と比較して５．０ポイント改

善しております。これは、分子における地方債現在高などが減少したためであります。早期健全

化基準の３５０．０％は下回っていますが、全国の市区町村平均の３８．９％と比較した場合に

は高い数字となっています。ウの是正改善を要する事項ですが、昨年度に続き、実質公債費比率、

将来負担比率ともに改善しています。いずれも分子対分母の比率で、分子を構成する大きな要素

は、実質公債費比率は地方債の元利償還金、将来負担比率は地方債現在高であり、その増減は長

期にわたっての財政運営の結果であります。災害復旧事業が一応終了したものの、財源となった

起債の償還はこれから本格化するため、将来世代の負担を軽減させるためにも、適切な起債発行

に努められたいと思います。また、分母となる標準財政規模は、平成２７年度から地方交付税の

漸減が始まっており、来年度以降もさらに小さくなっていく見込みであります。適切な財政計画

の立案及びその計画に沿った財政運営が必要と考えます。２３ページの平成２８年度簡易水道事

業特別会計経営健全化審査意見書及び２４ページ、平成２８度下水道事業特別会計経営健全化審

査意見書につきましては、いずれも資金不足はありませんので該当する数値はございません。２

５ページ基金運用状況審査意見書でございます。審査の対象は６つの定額運用基金です。２７ペ

ージにも一覧表はつけております。審査の内容及び意見は以下の通りでございますが、特に⑤医

療福祉事業者確保奨学基金でございます。計数上は正しいのでここに書いておりませんが、この

基金条例にうたっている金額は、平成２８年度末の３月までは１億２千万円となっています。

年度末現在高１億１千８５６万円との違いは償還免除をしたままで、新たに積み立てる

措置がしてなかったことによるものです。償還免除を決定して直ちに予算措置をして積
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み立てるか、条例の額を改正するか、すべきだと思います。他にも償還免除規定のある

貸付基金があると思いますが、適切な対応を望みます。最後に２８ページ、決算審査の

まとめでございます。平成２８年度におきましては、数項目の当初予算重点項目を掲げ、

事業が実施されました。そして日本一の子育て村を一層推進するためにも限られた財源

を有効に使い、様々な定住対策をはじめ、他分野で事業成果があったと思います。また、

全国各地から多くの行政視察もあり、大いに町のＰＲがなされました。評価していると

ころでございます。財政健全化判断比率は先ほど触れましたように順調に健全化に向か

っていると考えます。一方、財政構造の弾力性を示す指標の経常収支比率は、前年度に

比べて０．２ポイント悪化の９４．６％となっています。これは、分子となる経常支出

に含まれる一般財源の抑制が、分母の大きな要素となります。普通交付税及び臨時財政

対策債の漸減に追いついていないと考えられます。この経常経費削減のためにも、今後

は公共施設等総合管理計画に基づいたストックマネジメント等も行い、長期的展望にた

った財政運営に努められたいと思います。いずれにしましても、健全化に関する使用は

一つの目安でございます。特色をもったまちづくりは誰もが望むところだろうと思いま

す。財源は限られますが、予算の重点項目にあるように選択と集中によって進めていた

だきたいと思います。以上で決算審査の報告は終わります。 

●議長（山中康樹）  以上で、監査委員会からの決算審査結果の報告は終わりました。引き 

続き議案の説明をお願いいたします。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、議案第１０２号、邑南町町営バス条例の一部改正についてで 

ございますが、これは三江線代替交通として幹線を利用、幹線を保管する路線、及び運行

の区域の追加に伴う改正でございます。詳細につきましては、定住促進課長から説明をさ

せますのでよろしくお願いします。 

●三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

●三上定住促進課長（三上直樹） 議案、１０２号の詳細についてご説明申しあげます。この 

たびの条例改正は代替交通確保に向けた準備を進めるために、対象となる路線等を条例に

規定する必要があり、改正するものでございます。あのお、３ページめくっていただきま

して、議案に添付しております邑南町町営バス条例新旧対照表の３分の１ページをご覧く
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ださい。このたびの条例改正では、これまで運行形態として規定していた路線運行に区域

運行を加え、それぞれ新たな運行を規定しようとするものです。第４条見出しですが、右

側現行（運行区間）を左側改正後案（路線運行等）に改めます。第４条の条文現行路線名

及び運行区間を改正後案路線運行及び区域運行に改め、１号、路線運行の路線名及び運行

区間を加えます。１号表中、路線名に４宇都井口羽線を追加します。運行区間は後山口か

ら羽須美支所の間です。現行の路線名４健康号の番号を改正後案では５とし、３分の２ペ

ージをご覧くさい。以下で、以下の路線番号をそれぞれ繰り下げます。３分の３ページを

ご覧ください。１号、表の下に新たに２号、区域運行の区域名対象区域及び運行先を新設

します。表中区域名江平上ヶ畑区域、運行の対象区域は坂谷・下瀬・江平・上ヶ畑で運行

先はそれぞれ代替交通幹線のバス停を大津両国橋・丹渡・港別・三国橋を規定しています。

２、引城区域でも同様に対象区域と運行先を規定しております。邑南町町営バス条例の一

部を改正する条例の改正分をご覧ください。えーと、めくっていただいて附則です。この

条例は平成３０年４月１日から施行するとしています。以上、地方自治法第９６条第１項

の規定により議会の議決を求めるものでございます。ご審議のほどよろしくお願いをいた

します。以上です。 

●議長（山中康樹） えー、ここで会議録署名議員を追加指名をいたします。７番、大屋議員 

お願いをいたします。お謀りをいたします。議案第１０３号から議案第１０５号につきま

しては瀧田議員、宮田議員、日野原議員、辰田議員に直接利害関係のある事件であると認

められますので、地方自治法第１１７条の規定により瀧田議員、宮田議員、日野原議員、

辰田議員を除斥したいと思いますが、これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、瀧田議員、宮田議員、日野原議員、 

辰田議員を除斥することに決定をいたしました。瀧田議員、宮田議員、日野原議員、辰田

議員の退場を求めます。 

●議長（山中康樹） それでは、議案第１０３号から議案第１０５号について提出者からの 

提案理由の説明を求めます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えー、議案第１０３号から議案第１０５号までの提案理由をご説明 
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申しあげます。まず議案第１０３号、指定管理期間の変更についてでございますが、これ

はくるみ邑美園の指定管理機関の変更について、議会の議決を求めるものでございます。

次に議案第１０４号、邑南町立障害者支援施設及び障害児入所施設条例の廃止についてで

ございますが、これはくるみ邑美園の施設の無償譲渡に伴い条例を廃止するものでござい

ます。次に議案第１０５号、財産の無償譲渡についてでございますが、これはくるみ邑美

園の施設を無償譲渡するものでございます。以上、詳細につきましては福祉課長から説明

をさせますのでよろしくお願いします。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議案第１０３号、指定管理機関の変更についてご説明いたします。 

本町の公の施設のうち、指定管理者制度を導入している施設につきまして、これまで民間

にできることは民間に委ねることを念頭におき、特別養護老人ホームや養護老人ホーム、

保育所の民設民営化を進め行政のスリム化、効率的な行財政運営の確保を目指してきたと

ころでございます。このような中でくるみ邑美園につきまして、平成１６年４月１日から

社会福祉法人邑智福祉振興会が指定管理者として指定されており、安定した管理運営状態

であると認められることから今年度末で指定管理を終了し、建物や備品一式を無償譲渡し

ようとするものでございます。そこで、現在くるみ邑美園の指定管理期間は、平成３６年

３月３１日までとなっておりますが、これを今年度末であります平成３０年３月３１日ま

でに変更するよう議会の議決を求めるものでございます。次に議案第１０４号、邑南町立

障害者支援施設及び障害児入所施設条例の廃止についてご説明いたします。本議案は先ほ

ど議案第１０３号で説明しましたくるみ邑美園につきまして、今年度末で指定管理を終了

し、建物や備品一式を無償譲渡し、民設民営での運営を目指すことから邑南町立障害者支

援施設及び障害児入所施設条例を廃止しようとするものでございます。廃止条例の本文の

ほうを見ていただきまして、この廃止条例の施行日でございますが、附則で平成３０年４

月１日としております。また、経過措置として施行の日の前日までにした行為に対する義

務。具体的には町長への報告義務、秘密保持義務などについて、なお従前の例によるとし

ております。次に議案第１０５号、財産の無償譲渡についてご説明いたします。本議案は

平成３０年４月１日でのくるみ邑美園の民設民営化に向けて、次のとおり財産を無償で譲

渡しようとするものでございます。まず、譲渡目的及び用途でございますが、邑南町立障

害者支援施設及び障害児入所施設の運営主体を民営化させるためでございます。譲渡する
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財産でございますが、建物につきましては、名称はくるみ邑美園、グループホーム明和寮

を含むものでございます。所在は邑南町中野３５９５番地１８外。面積は延べ床面積でご

ざいますが、４８１５．６平方メートルでございます。また、付属設備、備品及び地上構

造物につきましては、現在の運営を円滑に継続できるよう一式を対象としております。付

属設備は電気設備及び給排水空調等の機械設備、備品は会議机、ロッカー、保管庫、椅子、

ベッド等の１６８品目６５５点。地上構造物はフェンス等でございます。譲渡価格は無償

とし、譲渡する相手方は邑南町中野３６００番地１、社会福祉法人邑智福祉振興会、理事

長日髙昭登氏でございます。よろしくお願いたします。 

●議長（山中康樹）  以上で、議案第１０３号から議案第１０５号の提案理由の説明が終わ 

りました。ここで、退場されております瀧田議員、宮田議員、日野原議員、辰田議員の

入場を求めます。 

●議長（山中康樹） 引き続き、提案理由の説明をお願いします。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、議案第１０６号、邑南町辺地に関わる公共的施設の総合的な 

施備に関する財政上の計画の策定についてでございますが、これは吉原丸子辺地の計画策

定をしようとするものでございます。詳細につきましては企画財政課長から説明をさせま

すのでよろしくお願いします。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第１０６号、邑南町辺地に係る公共的施設の総合的 

な整備に関する財政上の計画の策定についてご説明申しあげます。別紙、総合整備計画

をご覧ください。辺地の総合整備計画につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整

備のための財政上の特別措置等に関する法律に基づき、辺地債を活用して事業を実施す

る場合において、辺地の地区ごとに当該年度から５年間を期間として定めることになっ

ております。本整備計画は、平成２４年度に着手した町道簾金比羅線の改良について、

平成２８年度で総合整備計画の期間が終了したため、引き続き総合整備計画を策定する

ものでございます。１番目の事項、辺地の概況についてですが、吉原丸子辺地について

は辺地度点数が１０４点で、法規定の点数を満たしているところでございます。２番目

の事項、公共的施設の整備を必要とする事情でございますが、町道簾金比羅線は幅員が

狭く、カーブが多く見通しも悪く、また勾配も急であるため、道路改良により安全を図

るとともに利便性の向上を図ろうとするものでございます。３番目の事項、公共的施設
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の整備計画でございますが、町道簾金比羅線改良でございます。期間は、平成２９年度

から平成３３年度までの５年間、改良延長１，０４０メートル、幅員は５メートルの事

業でございます。総事業費１億９千２００万円のうち、１億２千４６０万円を交付金、

残りの一般財源のうち６千７００万円を辺地債で借り入れる予定としております。以上、

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１

項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくご審議いただきますよ

うお願い申し上げます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えー、議案第１０７号から議案第１１２号までの提案理由をご説 

明申しあげます。まず、議案第１０７号、平成２９年度邑南町一般会計補正予算第４号

は、歳入歳出それぞれ３億７千３８１万７千円を追加するものでございます。次に議案

第１０８号、平成２９年度邑南町国民県保健事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出

それぞれ４千７５３万円を追加するものでございます。次に議案第１０９号、平成２９

年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号は、歳入の組み換えで

ございます。次に議案第１１０号、平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補

正予算第１号は、歳入歳出それぞれ９２万３千円を追加するものでございます。次に議

案第１１１号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出そ

れぞれ７１０万２千円を追加するものでございます。次に議案第１１２号、平成２９年

度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号は、歳入歳出それぞれ１千２６５万円を

追加するものでございます。以上、詳細につきましてはそれぞれ担当課長から説明をさ

せますのでよろしくお願します。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第１０７号、平成２９年度邑南町一般会計補正予算 

第４号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳

入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ３億７千３８１万７千円を追加い

たしまして、歳入歳出予算の総額を１１６億３千８２０万８千円とするものでございま

す。歳入歳出予算補正の款項の区分及び金額につきましては、２ページから３ページの

第１表歳入歳出予算補正に記載しております。詳細につきましては、後ほど予算に関す

る説明書の事項別明細書で説明させていただきます。以下、第２条で債務負担行為の補

正、第３条で地方債の補正がございます。５ページをお開きください。第２表債務負担
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行為補正でございます。追加分で、三江線代替交通のバス運行業務としまして、平成３

０年４月１日からの町営バス運行業務委託契約を平成２９年度内に締結する必要がござ

いますので、地方自治法第２１４条の規定に基づき債務負担行為の設定を行うものです。

事業名は町営バス宇都井口羽線運行事業費と町営バス江平上ヶ畑区域及び引城区域運行

事業費でございます。期間は何れも平成３０年度から平成３２年度まで、限度額は何れ

も町営バス運行委託料を限度額としております。６ページをお開きください。第３表地

方債補正でございます。変更分としまして、社会福祉施設整備補助事業債が、社会福祉

協議会の車両購入補助事業が補助額の確定となったため６０万円減額の３４０万円に。

道路改良舗装事業債が国からの補助金であります社会資本整備総合交付金及び道整備交

付金の交付額の確定に伴う事業費の組み替えにより、５３０万円減額の４千８７０万円

に。公営住宅建設事業債は、社会資本整備総合交付金の交付額の確定に伴い８８０万円

増額の４千９８０万円に。臨時財政対策債は、発行可能額の確定に伴い２千５４９万３

千円減額の２億７千５６３万１千円に限度額をそれぞれ変更するものです。これにより、

地方債の限度額の合計を、１１億２千６２３万１千円とするものでございます。 

６ページの右側からが予算に関する説明書でございます。表紙をめくっていただきますと

事項別明細書となっております。１ページから３ページは総括表となっておりますので説

明に合わせてご確認ください。説明の方は４ページから説明させていただきますので、め

くっていただきまして４ページをお開きください。はじめに、歳入でございます。主なも

のを説明させていただきます。９款地方交付税１項地方交付税でございますが、７月２５

日の交付決定により普通地方交付税を２千５０９万４千円の減額とするものです。１１款

分担金及び負担金１項分担金でございますが、６目農林水産業費分担金は平成２８年度に

事業を実施しました農業基盤整備促進事業および中山間地域総合整備事業の分担金で５

８８万８千円の増額とするものです。１３款国庫支出金１項国庫負担金でございますが、

３目民生費国庫負担金は過年度分の介護給付費・訓練等給付及び保育所措置費負担金の精

算分として５３４万７千円の増額とするものです。６ページをお開きください。１３款国

庫支出金２項国庫補助金でございますが、８目土木費国庫補助金は道整備交付金及び社会

資本整備総合交付金の交付決定に伴い２千２６４万４千円の減額とするものです。この補

正により、歳出の道路新設改良費におきましては事業費の組み替え及び財源更正を、住宅

建設費におきましては財源更正を行っております。１３款国庫支出金３項委託金でござい

ますが、国民年金事務委託金は現在日本年金機構へ各市町村の独自様式により回付されて

いる届書報告書を年金業務効率化及び標準化のため見直し、電子媒体化・様式統一化を行

うため新規の委託金で２３０万９千円の増額とするものです。８ページをお開きくださ 

い。１４款県支出金１項県負担金でございますが、３目民生費県負担金は過年度分の国庫

負担金の精算分で、４３０万円の増額とするものです。１４款県支出金２項県補助金でご

ざいますが、２目総務費県補助金はいずれも交付決定に伴う補正で、３０７万１千円の増
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額とするものです。１０目教育費県補助金のうち２節学校教育費補助金でございますが、

地域と中学校の文化部かつ、失礼しました。地域と中学校の文化部活動支援事業及び教育

魅力化推進事業が新規採択となったため、交付金を合わせて２３３万１千円の増額とする

ものです。１０ページをお開きください。同じく１４款県支出金２項県補助金でございま

すが、１１目災害復旧費県補助金は平成２８年度で歳入とならなかった、農地災害復旧費

補助金及び農業用施設災害復旧費補助金を施越分として４７０万９千円の増額とするも

のです。１７款繰入金２項基金繰入金でございますが、１目財政調整基金繰入金は６月の

１号補正及び７月の２号補正で繰入としておりました繰入金を取りやめるもので、２千７

４３万円の減額とするものです。１８款繰越金１項繰越金でございますが、１目繰越金は

平成２８年度決算の歳計剰余金として、３億１千９８２万１千円の増額とするものです。

１９款諸収入５項雑入でございますが、３節過年度補助金等返還金は邑智郡総合事務組合

で行っております介護保険事業の過年度分負担金の精算分で、７２８万４千円の増額とす

るものです。１２ページをお開きください。同じく１９款諸収入５項雑入でございますが、

６節のうち三江線代替交通確保負担金は、平成３０年４月１日に廃止となる三江線の代替

交通確保のため、ＪＲ西日本から負担金をいただくもので、７千１７７万１千円の増額と

するものです。同じく６節のうち（一社）アグリサポートおーなん残余財産贈与収入は、

一般社団法人アグリサポートおーなんの法人形態を変更するため法人が有している財産

の町への贈与で、４千４０１万８千円の増額とするものです。２０款町債１項町債でござ

いますが、先ほど地方債補正で御説明いたしましたので省略させていただきます。１４ペ

ージをお開きください。歳出でございます。歳出全般についてでございますが、平成２８

年度の決算結果から、各特別会計繰出金の調整を行っております。また、平成２８年度の

国県補助事業に係る事業費の確定があったものにつきましては、過年度分補助金等の返還

金を計上しております。主なものをご説明いたします。２款総務費１項総務管理費のうち

１目一般管理費の００２一般管理費、１６減債基金管理費は平成２８年度決算に伴い歳計

剰余金の処分として、減債基金への積み立てを２億５千３８３万円の増額とするもので

す。１１目情報政策費のうち００２電気通信事業特別会計繰出金は、電気通信事業特別会

計への繰出金の調整により５０１万９千円の減額とするものです。１２目生活交通確保対

策事業費は、三江線が平成３０年４月１日に廃止となることに伴い、代替交通を確保する

ため車両の整備及び車両庫の整備を行うもので、７千１６６万３千円の増額とするもので

す。２枚めくって１８ページをお開きください。３款民生費１項社会福祉費のうち１目社

会福祉総務費の００５国民健康保険事業特別会計繰出金は、国民健康保険事業特別会計へ

の繰出金の調整により１千５７８万１千円の減額とするものです。５目国民年金事務費

は、歳入で申しあげました国民年金事務費において現在日本年金機構へ各市町村の独自様

式により回付されている届書報告書を年金業務効率化及び標準化のため見直し、電子媒体

化・様式統一化を行うためのシステム改修費で３６８万７千円の増額とするものです。７
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目介護保険事業費の００１介護保険事業費０４邑智郡総合事務組合負担金（介護保険課）

は、邑智郡総合事務組合で行っております介護保険事業の管理費の増による負担金の補正

で２５２万４千円の増額とするものです。２０ページをお開きください。３款民生費２項

児童福祉費のうち３目児童福祉施設費００５東光保育園改築事業費は、現在計画しており

ます東光保育園改築事業におきまして電柱の支障移転にかかる経費の不足が判明いたし

ましたので２７５万２千円の増額とするものです。００８日貫保育所用地購入事業費は、

現在日貫保育所の用地の一部が借地となっておりますので、これを解消するために用地購

入を行うもので３８２万９千円の増額とするものです。４款衛生費１項保健衛生費のうち

１目保健衛生総務費００５下水道事業特別会計繰出金（生活排水等）は、下水道事業特別

会計への繰出金のうち生活排水処理事業にかかる繰出金の調整によるもので８６万９千

円の減額とするものです。２枚めくって２４ページをお開きください。６款農林水産業費

１項農業費のうち３目農業振興費０１１農業担い手育成・確保支援事業費０３おーなんア

グサポ隊事業費は、地域おこし協力隊であるおーなんアグサポ隊が一名減となったため報

償費及び事業委託料を４６２万４千円の減額とするものです。同じく０１１農業担い手育

成・確保支援事業費の０５合同会社アグリサポートおーなん出資金は、歳入で申し上げま

した一般社団法人アグリサポートおーなんの法人形態を変更するため法人が有している 

財産を町へ贈与されたものの、新しい法人である合同会社アグリサポートおーなんへの出

資で４千４０１万９千円の増額とするものです。同じく６款農林水産業費１項農業費のう

ち５目農地費００６下水道事業特別会計繰出金（農業集落排水）は、下水道事業特別会計

への繰出金のうち農業集落排水事業にかかる繰出金の調整によるもので１１１万１千円

の減額とするものです。同じく５目農地費のうち０１１県営中山間地域総合整備事業費

は、採択事業が変更となったため、下の０１２農山漁村振興交付金事業費へ組み替え補正

を行うもので、それぞれ２千１５１万円の増減とするものです。２６ページをお開きくだ

さい。８款土木費１項土木管理費の３目下水道費は、下水道事業特別会計への繰出金のう

ち特定環境保全公共下水道にかかる操出金の調整によるもので７２５万円の減額とする

ものです。８款土木費２項道路橋りょう費の３目道路新設改良費及び次の２８ページをお

開きください。５目橋りょう新設改良費は、歳入で申し上げました道整備交付金及び社会

資本整備総合交付金の交付決定などに伴う、事業費の組み替え及び財源更正で、３目道路

新設改良費を１千１７２万５千円の減額、５目橋りょう新設改良費を４９万６千円の減額

とするものです。３０ページをお開きください。８款土木費４項住宅費の３目住宅政策費

のうち００２集落振興対策助成事業は、近年申請件数が増加傾向にあり、本年度も補助金

額が不足すると見込まれることから３００万円の増額とするものです。１０款教育費１項

教育総務費の２目事務局費のうち０１５教育魅力化推進事業費は、新規採択となった補助

事業で、小・中・高のタテ、学校と地域等というヨコを編んだ取り組みを系統的に推進し、

次代の人材育成とする取り組みで４６２万円の増額とするものです。３枚めくっていただ
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きまして３６ページをお開きください。９８款予備費９８項予備費は、７月豪雨災害の応

急対応等で迅速な対応を行うため予算外の経費に予備費を充用しております。現時点で９

３７万１千円を必要としたそれぞれの費目へ充用しておりますので、充用可能額を当初予

算と同じ額とするため９３７万１千円の増額とするものです。以上、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

●種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 種町民課長。 

●種町民課長（種由美） 議案第１０８号、平成２９年度邑南町国民健康事業特別会計補正予 

算第２号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予

算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ４千７５３万円を追加し、総額を歳入歳出そ

れぞれ１７億２６５万５千円とするものでございます。詳細につきましては、予算に関す

る説明書の事項別明細書４ページ、５ページをお開きください。このたびの補正は平成２

８年度の決算に伴います繰越金と平成２８年度職員給与費等の精算及び臨時職員の雇用、

又平成２８年度退職者医療療養給付費等交付金の確定により返還が生じますのでそれぞれ

必要な調整を行い補正を行っております。はじめに歳入でございます。９款の繰入金でご

ざいますが、国民健康保険事業基金繰入金につきまして前年度繰越金により財源振替で６

５１万８千円を減額しております。次に一般会計繰入金につきましては、職員給与費等繰

入金が平成２８年度の精算分及び臨時職員１名の雇用分として２３万７千円の増額。財政

調整繰入金が前年度繰越金による財源振替で１千６０１万８千円の減額とし、合計で１千

５７８万１千円減額しております。続いて、１０款の繰越金でございますが、平成２８年

度決算に伴うものでございまして６千９８２万９千円増額しております。次に６ページ、

７ページをお開きください。歳出でございます。１款の総務費につきましては、歳入の一

般会計繰入金でご説明いたしました臨時職員１名分の共済費及び賃金としまして１５２万

５千円増額するものでございます。７款の基金積立金につきましては、前年度繰越金に伴

い４千１５５万８千円増額するものでございます。なお、現在平成２８年度の事業実績を

報告中でございますが、療養給付費等負担金及び特定健康診査等負担金につきまして、超

過交付分の返還金が生じるものと思っております。今回の基金積立金の一部はこの返還金

に充てる予定でございます。次に９款の諸支出金でございますが、平成２８年度の退職者

医療療養給付費交付金の確定に伴い、超過交付分の返還が生じますので４４４万７千円を

増額しております。以上でございます。続きまして議案第１０９号、平成２９年度邑南町

国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号についてご説明申しあげます。予算
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書の１ページ、２ページをご覧ください。歳入歳出予算の補正でございますが。この度の

補正は歳入予算の組み替えによるものでございますので、総額の増減はございません。詳

細につきましては予算に関する説明書の事項別明細書の２ページ、３ページをお開きくだ

さい。歳入でございます。４款の繰入金でございますが、一般会計繰入金につきまして、

阿須那診療所運営費補てん分の減額でございます。平成２８年度の決算に伴います繰越金

と同額の２０６万６千円を減額しております。５款の繰越金につきましては、平成２８年

度決算に伴います繰越金を２０６万６千円増額しております。以上でございます。続きま

して議案第１１０号、平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号に

ついてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正で

ございますが、歳入歳出それぞれ９２万３千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ３億７

千４９２万３千円とするものでございます。詳細につきましては予算に関する説明書の事

項別明細書４ページ、５ページをお開きください。このたびの補正は、平成２８年度の決

算に伴います繰越金と平成２８年度の出納整理期間中に収入いたしました保険料につい

て平成２９年度に精算されますのでそれらの調整を行い補正を行っております。はじめに

歳入でございます。４款繰入金の一般会計繰入金につきましては、前年度繰越金に歳出で

申しあげます出納整理期間中に収入いたしました平成２８年度保険料９２万３千円が含

まれておりますので、それを差し引いた額、９７万８千円を減額しております。５款の繰

越金につきましては平成２８年度決算に伴うものでございまして、１９０万１千円を増額

しております。次に６ページ、７ページをお開きください。歳出でございます。２款の後

期高齢者医療広域連合納付金の保険料等負担金につきまして、出納整理期間中に収入しま

した平成２８年度の保険料を平成２９年度の歳出予算で広域連合に納めることとなって

おりますので、繰越金に含まれております保険料９２万３千円を増額するものでございま

す。以上、三会計につきまして、それぞれ地方自治法第９６条第１項の規定により議会の

議決を求めるものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

●川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中水道課長。 

●川中水道課長（川中栄二） 議案第１１１号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正 

予算第２号につきましてご説明申しあげます。予算書の１ぺージをお開きください。歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７１０万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ８億６千１２９万５千円とするものでございます。補正内容につきま

してご説明申しあげます。予算に関する説明書の４ページをお開きください。歳入でご
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ざいますが、６款２項一般会計繰入金は９２３万円の減額でございます。７款１項繰越

金は１千６３３万２千円の増額でございます。６ページをお開きください。歳出でござ

いますが、３款１項下水道事業一般管理費の需用費を４万３千円増額しております。こ

れは、水道料金改定に伴う処理場の水道料金の増額でございます。４款１項下水道基金

積立金を７０５万９千円増額しております。これは、平成２８年度の資本費平準化債の

確定の伴う歳入不足を補いました基金繰入金相当額を積み立てるものでございます。以

上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

●服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） 議案第１１２号、平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補 

正予算第１号についてご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出

予算の総額の歳入歳出それぞれ１千２６５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ４億５千５６５万円とするものでございます。詳細につきましては、事項別明細

書の４ページ、５ページをお開きください。このたびの補正は平成２８年度決算による繰

越金を計上したほか、施設維持費など必要となる経費を計上し、全体の調整を行い基金へ

の積立を行っております。まず歳入でございますが、６款の繰入金のうち１項基金繰入金

は施設維持費に充てるためので７０１万５千円の増額でございます。２項他会計繰入金は、

繰越金をうけ精算分として５０１万９千円の減額でございます。次に７款の繰越金は平成

２８年度決算により１千万６千円の増額でございます。次に８款の諸収入は東光保育所移

転にかかる補償費として６４万８千円の増額でございます。次に６ページ、７ページをお

開きいただき歳出でございます。１款総務費は説明欄００２施設維持費が支障移転の工事

費として７６４万６千円の増額でございます。次に３款の基金積立金が５００万４千円の

増額でございます。以上、平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号につ

きまして、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を認めるものでございます。

よろしくお願いいたします。 

●議長（山中康樹） 以上で執行部の説明は終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第７ 請願文書表 

●議長（山中康樹） 日程第７、請願文書表を議題といたします。本定例会までに受理した 

請願は、お手元に配布しております請願文書表のとおりです。ここでお諮りをいたしま

す。請願第２号につきましては、総務教民常任委員会に付託したいと思います。これに
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ご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって請願第２号につきましては、総務教

民常任委員会に付託することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 
●議長（山中康樹） 以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日は、これにて散会

といたします。 

―― 午後２時３０分 散会 ―― 
 

 

 

 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 

 

議  長 

 

 

 

署名議員 

 

 

 

署名議員 

 

 

 

署名議員 


